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は
じ
め
に

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
天
発
神
讖
碑
」
は
、
天
璽
元
年
（
二
七
六
）、

呉
の
後
主
で
あ
る
孫
皓
（
二
四
二
―
二
八
三
）
が
、
上
帝
が
示
し

た
瑞
祥
に
よ
っ
て
、
真
の
皇
帝
と
し
て
適
任
で
あ
る
と
の
啓
示
を

受
け
た
こ
と
を
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
に
見
ら
れ
る
頌
徳

碑
や
墓
碑
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
書
風

も
一
種
独
特
の
も
の
で
あ
る
が
、
西
林
昭
一
氏
は
漢
碑
の
篆
額
に

時
と
し
て
見
え
る
「
署
書
」
体
の
一
種
と
捉
え
て
い
る（
１
）。

そ
の
書

の
評
価
は
褒
貶
と
も
に
存
在
す
る
が
、
伊
藤
伸
は
、

中
国
近
代
の
書
に
、
こ
の
碑
ほ
ど
影
響
を
与
え
た
も
の
は

そ
う
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
鄧
完
白
、
金
冬
心
、
徐
三
庚

等
々
、
何
人
か
の
名
が
思
い
う
か
ぶ
が
、
例
え
ば
金
冬
心
の

あ
の
世
界
は
こ
の
碑
が
な
け
れ
ば
生
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

と
言
う
よ
う
に
、
清
代
書
法
史
上
に
お
け
る
該
碑
受
容
の
意
義
を

端
的
に
指
摘
し
て
い
る（
２
）。

確
か
に
、
高
日
濬
・
達
受
・
呉
熙
載
・

徐
三
庚
と
い
っ
た
清
朝
書
人
の
臨
書
も
残
さ
れ
て
お
り
、
該
碑
の

受
容
が
広
範
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（
３
）。

こ
こ
で
該
碑
検
討
の
学
術
的
な
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た

い
。
該
碑
は
嘉
慶
一
〇
年
（
一
八
〇
五
）
の
火
災
に
よ
っ
て
原
石

が
亡
佚
し
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
碑
学
が
勃
興
し
、
当
然
そ
れ
に
関

心
の
高
か
っ
た
当
時
の
有
力
な
賞
鑑
家
や
収
蔵
家
、
あ
る
い
は
書

人
に
と
っ
て
は
、
該
碑
の
原
拓
は
垂
涎
の
的
で
あ
っ
た
に
違
い
な

く
、
清
代
に
そ
の
重
刻
本
が
数
多
く
作
ら
れ
た
こ
と
も
そ
の
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る（
４
）。

ゆ
え
に
、
現
存
す
る
該
碑
原
拓
の
新
旧
や
逓

伝
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
収
蔵
家
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
賞
鑑
家
の
動
向
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵

「
天
発
神
讖
碑
」
の
一
考
察

下
田　

章
平 

・ 

早
川　

桂
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【
付
記
】

不
採
用
論
文
を
『
相
模
国
文
』
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ

た
り
、
少
し
だ
け
補
論
的
な
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
稿

が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ポ
ラ
ン
ニ
ー
を
引
用
し
て
論
を
成
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
。

テ
レ
ビ
番
組
の
説
明
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
暗
黙
知
を
持
ち
出

す
の
は
、
唐
突
と
い
う
か
奇
を
衒
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
向
き

も
あ
ろ
う
（
不
採
用
の
一
因
か
も
し
れ
な
い
）。
本
文
で
私
自
身

「
我
田
引
水
」「
断
章
取
義
」
と
言
っ
て
い
る
。
た
だ
、
私
は
こ
れ

ら
の
語
を
必
ず
し
も
否
定
的
な
意
味
で
使
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。「
断
章
取
義
」
は
む
し
ろ
「
発
想
」
法
と
し
て
古
来
用
い
ら

れ
て
き
た
有
効
な
手
段
だ
と
考
え
て
い
る
。
一
見
関
係
が
な
さ
そ

う
な
言
説
か
ら
、
自
分
の
思
考
の
文
脈
に
あ
て
は
ま
る
部
分
を
抜

き
出
す
と
い
う
の
は
、「
知
」
の
技
法
と
し
て
普
遍
的
な
も
の
だ

と
。
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
全
体
の
文
脈
を
全
く
無
視
し
て
都
合
よ

く
利
用
す
る
と
い
う
の
は
、
学
問
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
私
が

今
回
引
用
し
た
『
心
と
は
何
か
』
と
『
暗
黙
知
の
次
元
』
は
、
全

体
と
し
て
も
「
私
の
心
の
風
景
」
と
い
う
文
学
的
な
主
題
の
考
察

に
と
っ
て
本
質
的
な
思
索
を
提
示
し
て
お
り
、
こ
の
二
著
を
援
用

し
た
の
は
奇
を
衒
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
最
も
根
底
的

に
、
地
道
に
問
題
を
追
究
し
た
結
果
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
に
は
両
著
の
全
体
像
を
解
説
す
る
し

か
な
い
が
、
そ
れ
は
冗
長
に
過
ぎ
る
の
で
、
こ
の
二
著
を
読
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
、
と
言
っ
て
お
く
ほ
か
な
い
。
と
言
う

か
、
こ
の
二
著
を
引
用
し
た
こ
と
自
体
が
、
そ
う
い
う
読
書
案
内

の
つ
も
り
で
あ
る
。
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し
い
。

ち
な
み
に
こ
の
二
著
は
、
い
ず
れ
も
文
庫
版
の
た
め
に
翻
訳
さ

れ
た
も
の
で
、
と
い
う
こ
と
は
専
門
家
で
は
な
く
、
広
く
一
般

の
、
知
的
好
奇
心
あ
る
読
者
の
た
め
の
本
で
あ
る
。
そ
の
姿
勢
は

訳
者
に
よ
る
て
い
ね
い
な
解
説
に
も
貫
か
れ
て
お
り
、
単
に
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
言
説
だ
け
で
な
く
、
訳
者
の
言

説
を
含
め
た
全
体
か
ら
、
私
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
示
唆
を
得

た
。
私
の
文
学
研
究
あ
る
い
は
文
学
の
学
び
は
、
こ
う
し
た
文
庫

本
と
か
新
書
と
か
の
知
的
環
境
と
不
可
分
で
あ
り
、
そ
れ
を
最
大

限
に
活
用
す
る
こ
と
で
専
門
知
を
超
え
た
本
当
の
知
の
世
界
に
参

画
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
本
学
教
授
）
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る
。
ち
な
み
に
、
従
来
、
民
国
期
の
影
印
本
、
あ
る
い
は
そ
れ
を

翻
刻
し
た
も
の
で
し
か
ほ
と
ん
ど
確
認
し
得
な
か
っ
た
が
、
近
時

中
国
で
陸
続
と
該
拓
の
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
幸
い
に
も
日

本
の
所
蔵
機
関
に
多
く
伝
存
し
て
お
り
、
現
在
で
は
原
拓
の
比
較

研
究
も
可
能
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
「
天
発
神
讖
碑
」
は

該
碑
の
原
拓
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
資
料
的
な
価
値
を
備
え
て
い

る
。
第
一
に
、
該
拓
に
見
え
る
鄒
壽
祺
（
一
八
六
四
―
一
九
四
〇
）

や
羅
振
玉
（
一
八
六
六
―
一
九
四
〇
）
の
観
記
に
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
、
原
拓
で
は
ほ
と
ん
ど
現
存
し
な
い
整
本
と
し
て
珍
重
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
中

国
の
著
録
や
影
印
本
に
も
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
本
土
に
お

い
て
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
該
拓
に
見

え
る
鑑
蔵
印
や
題
跋
に
よ
っ
て
、
清
末
民
初
期
に
お
け
る
収
蔵
家

の
動
向
を
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
該
拓
の
先
行
研
究
を
確
認
し
た
上
で
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
該
拓
の
採
拓
年
代
や
逓

伝
の
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
後
に
該
拓
に
見
え
る
印
章
と
題

跋
（
題
記
や
観
記
を
含
む
）
の
訳
注
を
附
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
該
碑
の
価
値
と
清
末
民
初
期
の
収
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
明

ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、﹇　

﹈
に
は
割
注
、

〔　

〕
に
は
稿
者
が
補
足
し
た
語
句
を
記
し
、
引
用
文
献
は
通
行

字
体
を
用
い
、「
／
」
は
改
行
を
示
し
、
句
読
点
や
記
号
は
稿
者

が
私
に
附
し
た
り
、
附
し
直
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は

共
著
で
あ
る
。
鄒
壽
祺
観
記
・
楊
逸
題
記
・
何
維
樸
観
記
の
訳
注

は
早
川
氏
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
下
田
が
担
当
し
た
。

一　

先
行
研
究
と
そ
の
課
題

ま
ず
は
、
該
拓
に
関
わ
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ

う
。①

岡
本
蓉
二
郎
「
拓
本
に
魅
せ
ら
れ
て
」（『
日
本
経
済
新
聞
』

昭
和
五
三
年
〔
一
九
七
八
〕
五
月
一
六
日
朝
刊
、
第
二
四
面
）

②
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
大
阪
市
立
美
術
館
紀
要
』（
同
前
、

一
九
七
八
、
七
一
頁
）

③
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
品
選
集
』（
同

前
、
一
九
八
六
、
一
四
六
頁
）

④
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
中
国
金
石
拓
本
目
録
』（
同
前
、

一
九
八
九
、
七
一
頁
）

⑤
金
石
拓
本
研
究
会
編
『
岡
村
商
石
回
顧
展
一
九
九
二
年
夏
』

（
現
代
中
国
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
）

⑥
清
原
實
門
「
師
古
斎
・
岡
村
商
石
先
生
の
こ
と
」（『
季
刊
墨
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ス
ペ
シ
ャ
ル
』
第
二
一
号
、
一
九
九
四
、
七
四
―
七
五
、

一
七
二
―
一
七
三
頁
）

⑦
石
川
九
楊
編
『
書
の
宇
宙
』
五
（
二
玄
社
、
一
九
九
七
、

六
二
―
六
三
頁
）

⑧
萩
信
雄
「
天
発
神
讖
碑
―
懸
針
篆
の
典
型
」（
同
『
金
石
書

史
研
究
』、
萩
信
雄
論
集
刊
行
会
、
二
〇
一
六
、
三
一
九
―

三
二
四
頁
。
初
出
は
『
書
画
船
』
第
三
号
〔
二
玄
社
、

一
九
九
七
〕
と
い
う
が
未
見
）

⑨
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
作
品
選
』（
同

前
、
二
〇
〇
六
、
六
八
―
六
九
頁
）

⑩
李
志
賢
『
秦
漢
碑
刻
校
勘
図
鑒（
５
）』（

文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
七
、

二
七
九
―
二
九
六
頁
）

①
は
旧
蔵
者
の
岡
村
商
石
（
一
九
一
〇
―
一
九
九
一
）
自
身
の

収
蔵
に
つ
い
て
語
っ
た
一
次
資
料
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
⑤
・

⑥
も
そ
れ
に
準
じ
る
。
⑧
は
該
拓
以
外
の
拓
本
に
つ
い
て
も
言
及

す
る
。
②
（
④
は
②
が
好
評
に
つ
き
改
版
し
た
も
の
）
は
昭
和

四
九
年
に
大
阪
市
立
美
術
館
に
岡
村
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
売
却

さ
れ
た
後
に
作
成
さ
れ
た
目
録
で
あ
り
、
四
五
〇
件
を
数
え
る
。

③
・
⑥
・
⑦
・
⑧
・
⑨
に
は
整
本
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
た
だ
し
③
は
四
幅
中
三
幅
の
み
の
掲
載
）。
ま
た
、
⑦
・
⑧
は
題

跋
部
分
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
特
に
⑦
の
図
版

は
最
も
鮮
明
で
あ
り
、
拓
本
の
新
旧
の
検
討
に
お
い
て
有
用
で
あ

る
。
⑩
は
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
拓
本
の
新
旧
を
拡
大
図
版
で
検
討

し
た
一
書
で
あ
る
。
該
拓
に
も
言
及
が
あ
り
、
中
国
で
も
そ
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
検

討
材
料
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
先
行

研
究
を
概
観
す
る
と
、
該
拓
の
採
拓
年
代
や
逓
伝
の
過
程
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
言
及
が
見
え
な
い
た
め
、
以
下
で
検
討
し
て
お
こ

う
。

二　

該
拓
の
採
拓
年
代

該
拓
の
新
旧
に
関
し
て
は
、
鄒
壽
祺
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）

跋
（
訳
注
参
照
）
に
、

…
…
此
の
本
「
東
海
」
二
字
、
弁
ず
可
く
し
て
、「
敷
」
下

の
「
垂
」
字
、
半
ば
を
存
す
。
又
宋
崇
寧
の
石
豫
、
元
祐
の

胡
宗
師
、
明
嘉
靖
の
耿
定
向
の
三
跋
完
全
た
り
。
其
の
明
季

の
拓
本
と
為
す
は
疑
ひ
無
し
。

と
あ
る
。
鄒
壽
祺
は
浙
江
杭
県
（
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
）
の
人

で
あ
る
。
壽
祺
は
初
名
で
あ
り
、
後
に
安
と
改
め
た
。
字
は
景

叔
、
号
は
適
廬
、
室
名
は
双
玉
璽
〔
鉨
〕
斎
と
称
し
、
金
石
に
詳

し
か
っ
た（
６
）。

ま
た
、
⑨
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
大
阪
市
立
美
術
館
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る
。
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と
し
て
珍
重
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
中

国
の
著
録
や
影
印
本
に
も
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
本
土
に
お

い
て
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
該
拓
に
見

え
る
鑑
蔵
印
や
題
跋
に
よ
っ
て
、
清
末
民
初
期
に
お
け
る
収
蔵
家

の
動
向
を
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
該
拓
の
先
行
研
究
を
確
認
し
た
上
で
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
該
拓
の
採
拓
年
代
や
逓

伝
の
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
後
に
該
拓
に
見
え
る
印
章
と
題

跋
（
題
記
や
観
記
を
含
む
）
の
訳
注
を
附
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
該
碑
の
価
値
と
清
末
民
初
期
の
収
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
明

ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、﹇　

﹈
に
は
割
注
、

〔　

〕
に
は
稿
者
が
補
足
し
た
語
句
を
記
し
、
引
用
文
献
は
通
行

字
体
を
用
い
、「
／
」
は
改
行
を
示
し
、
句
読
点
や
記
号
は
稿
者

が
私
に
附
し
た
り
、
附
し
直
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は

共
著
で
あ
る
。
鄒
壽
祺
観
記
・
楊
逸
題
記
・
何
維
樸
観
記
の
訳
注

は
早
川
氏
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
下
田
が
担
当
し
た
。

一　

先
行
研
究
と
そ
の
課
題

ま
ず
は
、
該
拓
に
関
わ
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ

う
。①

岡
本
蓉
二
郎
「
拓
本
に
魅
せ
ら
れ
て
」（『
日
本
経
済
新
聞
』

昭
和
五
三
年
〔
一
九
七
八
〕
五
月
一
六
日
朝
刊
、
第
二
四
面
）

②
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
大
阪
市
立
美
術
館
紀
要
』（
同
前
、

一
九
七
八
、
七
一
頁
）

③
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
品
選
集
』（
同

前
、
一
九
八
六
、
一
四
六
頁
）

④
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
中
国
金
石
拓
本
目
録
』（
同
前
、

一
九
八
九
、
七
一
頁
）

⑤
金
石
拓
本
研
究
会
編
『
岡
村
商
石
回
顧
展
一
九
九
二
年
夏
』

（
現
代
中
国
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
）

⑥
清
原
實
門
「
師
古
斎
・
岡
村
商
石
先
生
の
こ
と
」（『
季
刊
墨
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所
蔵
作
品
選
』
に
見
え
る
弓
野
隆
之
氏
の
解
説
に
、

…
…
こ
の
拓
本
は
、
採
拓
時
期
は
乾
隆
前
後
で
さ
ほ
ど
古
く

は
な
い
が
、
宋
人
胡こ

宗そ
う

師し

・
石せ
き

豫よ

亨こ
う

〔
石
豫
の
誤
り
〕
の
両

跋
と
と
も
に
、
整
本
で
全
容
が
見
渡
せ
る
原
石
拓
と
し
て
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
ま
た
⑩
の
李
志
賢
の
解
説
に
、

文
明
書
局
版
乾
隆
拓
本
由
於
縮
印
過
小
、
無
法
恢
復
放

大
。
日
本
大
阪
市
立
美
術
館
本
（
見
彼
邦
期
刊
『
墨
』
第

二
一
期
）・
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
（
見
『
北
京
大
学
図
書

館
蔵
歴
代
金
石
拓
本
菁
華
』
第
二
一
五
―
二
一
七
号
）・
北

京
翰
海
一
九
九
六
年
春
拍
売
本
（
見
図
録
第
七
三
四
号
）
的

椎
拓
年
代
均
晩
於
文
明
書
局
版
乾
隆
拓
本
、
然
或
因
影
印
過

小
、
或
因
発
表
未
全
無
法
編
入
本
書
。

（
文
明
書
局
版
の
乾
隆
拓
本
は
縮
小
し
て
影
印
し
た
も
の
が

あ
ま
り
に
も
小
さ
い
の
で
、
も
と
の
状
態
に
引
き
延
ば
す

方
法
が
な
い
。
日
本
の
大
阪
市
立
美
術
館
本
（
日
本
の
季

刊
『
墨
』
第
二
一
号
に
見
え
る
）・
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本

（『
北
京
大
学
図
書
館
蔵
歴
代
金
石
拓
本
菁
華
』
第
二
一
五

―
二
一
七
号
に
見
え
る
）・
北
京
翰
海
一
九
九
六
年
春
拍
売

（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
本
（
図
録
の
第
七
三
四
号
に
見
え
る
）

の
採
拓
年
代
は
い
ず
れ
も
文
明
書
局
版
の
乾
隆
拓
本
よ
り
も

降
っ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
影
印
が
小
さ
す
ぎ
る
か
、

ま
た
あ
る
い
は
完
全
に
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
本
書

に
採
録
す
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
李
の
言
う
「
文
明
書
局
本
」
は
翁
方
綱

（
一
七
三
三
―
一
八
一
八
）・
李
文
田
（
一
八
三
四
―
一
八
九
五
）
の

鑑
蔵
を
経
た
名
品
で
あ
り
、
一
九
九
二
年
、
米
国
の
収
蔵
家
で
あ

る
安
思
遠
（
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
、
一
九
二
九
―
二
〇
一
四
）
が
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ズ
で
四
万
九
五
〇
〇
ド
ル
で
落
札
し
た
も
の
で
あ
る（
７
）。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
鄒
は
明
末
、
⑨
の
弓
野
氏
は
乾
隆
前
後
、

⑩
の
李
氏
は
乾
隆
以
後
の
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
拓
本
の

新
旧
に
つ
い
て
整
理
し
た
、

⑪
方
若
原
著
・
王
壮
弘
増
補
「
天
発
神
讖
文
」（
同
『
増
補
校

碑
随
筆
』〔
上
海
世
紀
出
版
股
份
有
限
公
司
発
行
中
心
、

二
〇
〇
八
、
一
二
一
―
一
二
三
頁
〕
所
収
）

⑫
張
彦
生
「
呉
天
発
神
讖
碑
〔
又
名
三
段
碑
〕」（
同
『
善
本
碑

帖
録
』〔
中
華
書
局
、
一
九
八
四
、
四
六
―
四
七
頁
〕
所
収
）

を
も
と
に
、
採
拓
時
期
を
改
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
⑪
の
王

壮
弘
の
増
補
部
分
で
は
、
明
初
拓
本
、
明
拓
本
、
雍
乾
（
雍
正
乾

隆
）
拓
の
三
期
に
分
類
し
、
雍
乾
拓
の
特
徴
と
し
て
、

…
…
雍
乾
拓
、「
敷
」
字
存
少
半
、「
垂
」
字
損
。「
呉
郡
」

二
字
泐
尽
。
又
「
歩
於
日
月
」
之
「
日
」
字
右
上
角
泐
、「
中
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書
郞
」
之
「
郎
」
字
左
上
角
泐
。

（
雍
乾
拓
は
、「
敷
」
字
が
半
分
足
ら
ず
が
残
り
、「
垂
」
字

が
損
壊
し
て
い
る
。「
呉
郡
」
二
字
は
全
く
な
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
「
歩
於
日
月
」の「
日
」字
の
右
上
隅
が
欠
け
、「
中

書
郞
」
の
「
郎
」
字
の
左
上
隅
が
欠
け
て
い
る
。）

と
言
う
。
ま
た
、
⑫
の
張
彦
生
は
、

清
雍
正
乾
隆
拓
本
、
𢾭
字
左
下
稍
損
、
呉
郡
泐
、
可
見
筆
画
。

翁
方
綱
刻
款
、
乾
隆
末
拓
本
、
𢾭
字
存
少
半
、
呉
郡
無
字
迹
。

（
清
の
雍
正
乾
隆
拓
本
に
は
、
「
𢾭
」
字
の
左
下
が
や
や
欠

け
、「
呉
郡
」
は
欠
け
る
が
、
点
画
の
一
部
分
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
翁
方
綱
の
（
該
碑
の
）
刻
款
に
は
、
乾
隆
末
の

拓
本
に
は
、「
𢾭
」
字
が
半
分
足
ら
ず
残
り
、「
呉
郡
」
は
文

字
が
見
え
な
い
と
い
う
。）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
を
も
と
に
、
該
拓
に
み
え
る
文

字
に
つ
い
て
分
析
し
て
見
よ
う
（
図
１
）。

・「
日
」（
一
段
目
第
二
行
）
は
右
上
隅
が
欠
け
て
い
る
。

・「
郎
」（
一
段
目
一
二
行
）
は
偏
の
左
上
隅
が
欠
け
て
い
る
。

・「
敷
」（
二
段
目
一
八
行
）
は
左
下
隅
が
欠
け
て
い
る
。

・「
垂
」（
二
段
目
一
八
行
）
は
右
上
隅
の
み
が
残
る
。「
垂
」
の

左
下
方
ま
で
拓
紙
が
及
ん
で
お
り
、
逓
伝
の
過
程
で
欠
損
し

た
と
も
考
え
に
く
く
、
鄒
が
い
う
「
半
ば
を
存
す
」
と
い
う

「日」（１‒２）

「郎」（１‒12）「功東海夏侯」（1‒22） 「敷垂」（2‒18）

図１　該拓の文字の欠損状況
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所
蔵
作
品
選
』
に
見
え
る
弓
野
隆
之
氏
の
解
説
に
、

…
…
こ
の
拓
本
は
、
採
拓
時
期
は
乾
隆
前
後
で
さ
ほ
ど
古
く

は
な
い
が
、
宋
人
胡こ

宗そ
う

師し

・
石せ
き

豫よ

亨こ
う

〔
石
豫
の
誤
り
〕
の
両

跋
と
と
も
に
、
整
本
で
全
容
が
見
渡
せ
る
原
石
拓
と
し
て
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
ま
た
⑩
の
李
志
賢
の
解
説
に
、

文
明
書
局
版
乾
隆
拓
本
由
於
縮
印
過
小
、
無
法
恢
復
放

大
。
日
本
大
阪
市
立
美
術
館
本
（
見
彼
邦
期
刊
『
墨
』
第

二
一
期
）・
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
（
見
『
北
京
大
学
図
書

館
蔵
歴
代
金
石
拓
本
菁
華
』
第
二
一
五
―
二
一
七
号
）・
北

京
翰
海
一
九
九
六
年
春
拍
売
本
（
見
図
録
第
七
三
四
号
）
的

椎
拓
年
代
均
晩
於
文
明
書
局
版
乾
隆
拓
本
、
然
或
因
影
印
過

小
、
或
因
発
表
未
全
無
法
編
入
本
書
。

（
文
明
書
局
版
の
乾
隆
拓
本
は
縮
小
し
て
影
印
し
た
も
の
が

あ
ま
り
に
も
小
さ
い
の
で
、
も
と
の
状
態
に
引
き
延
ば
す

方
法
が
な
い
。
日
本
の
大
阪
市
立
美
術
館
本
（
日
本
の
季

刊
『
墨
』
第
二
一
号
に
見
え
る
）・
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本

（『
北
京
大
学
図
書
館
蔵
歴
代
金
石
拓
本
菁
華
』
第
二
一
五

―
二
一
七
号
に
見
え
る
）・
北
京
翰
海
一
九
九
六
年
春
拍
売

（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
本
（
図
録
の
第
七
三
四
号
に
見
え
る
）

の
採
拓
年
代
は
い
ず
れ
も
文
明
書
局
版
の
乾
隆
拓
本
よ
り
も

降
っ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
影
印
が
小
さ
す
ぎ
る
か
、

ま
た
あ
る
い
は
完
全
に
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
本
書

に
採
録
す
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
李
の
言
う
「
文
明
書
局
本
」
は
翁
方
綱

（
一
七
三
三
―
一
八
一
八
）・
李
文
田
（
一
八
三
四
―
一
八
九
五
）
の

鑑
蔵
を
経
た
名
品
で
あ
り
、
一
九
九
二
年
、
米
国
の
収
蔵
家
で
あ

る
安
思
遠
（
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
、
一
九
二
九
―
二
〇
一
四
）
が
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ズ
で
四
万
九
五
〇
〇
ド
ル
で
落
札
し
た
も
の
で
あ
る（
７
）。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
鄒
は
明
末
、
⑨
の
弓
野
氏
は
乾
隆
前
後
、

⑩
の
李
氏
は
乾
隆
以
後
の
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
拓
本
の

新
旧
に
つ
い
て
整
理
し
た
、

⑪
方
若
原
著
・
王
壮
弘
増
補
「
天
発
神
讖
文
」（
同
『
増
補
校

碑
随
筆
』〔
上
海
世
紀
出
版
股
份
有
限
公
司
発
行
中
心
、

二
〇
〇
八
、
一
二
一
―
一
二
三
頁
〕
所
収
）

⑫
張
彦
生
「
呉
天
発
神
讖
碑
〔
又
名
三
段
碑
〕」（
同
『
善
本
碑

帖
録
』〔
中
華
書
局
、
一
九
八
四
、
四
六
―
四
七
頁
〕
所
収
）

を
も
と
に
、
採
拓
時
期
を
改
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
⑪
の
王

壮
弘
の
増
補
部
分
で
は
、
明
初
拓
本
、
明
拓
本
、
雍
乾
（
雍
正
乾

隆
）
拓
の
三
期
に
分
類
し
、
雍
乾
拓
の
特
徴
と
し
て
、

…
…
雍
乾
拓
、「
敷
」
字
存
少
半
、「
垂
」
字
損
。「
呉
郡
」

二
字
泐
尽
。
又
「
歩
於
日
月
」
之
「
日
」
字
右
上
角
泐
、「
中
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の
は
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

・「
呉
郡
」（
二
段
目
二
〇
行
末
）
が
本
来
あ
る
部
分
に
は
そ
も

そ
も
拓
紙
が
及
ん
で
お
ら
ず
、
判
断
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

採
拓
者
は
こ
の
部
分
に
は
文
字
が
な
い
と
判
断
し
、
拓
紙
を

延
べ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
呉
郡
」
の
部
分
に
は
拓
紙
が
及
ば
ず
拓
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め

検
討
か
ら
除
外
す
る
に
し
て
も
、
⑪
の
王
壮
弘
、
⑫
の
張
彦
遠
の

い
う
雍
正
乾
隆
拓
本
の
特
徴
が
す
べ
て
該
当
す
る
。
ゆ
え
に
、
該

拓
は
雍
正
乾
隆
期
の
採
拓
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
下
限
は
原

石
が
亡
佚
し
た
嘉
慶
一
〇
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
鄒
の
言
う
「
東
海
」（
一
段
目
二
二
行
）
は
、
⑪

の
王
壮
弘
、
⑫
の
張
彦
遠
に
よ
る
と
、「
東
海
」
直
下
の
「
夏
侯
」

ま
で
含
め
て
明
拓
本
で
は
明
晰
に
存
す
る
と
い
う
。
該
拓
で
は

「
東
」
が
辛
う
じ
て
判
読
で
き
る
だ
け
で
、
直
下
の
「
海
夏
侯
」

は
文
字
が
あ
る
こ
と
し
か
確
認
し
得
な
い
程
度
で
あ
る
。
ゆ
え
に

明
末
拓
と
い
う
鄒
の
見
解
に
は
賛
同
で
き
な
い
。
ま
た
、
鄒
が
指

摘
す
る
該
碑
に
刻
さ
れ
た
三
跋
は
拓
本
の
新
旧
を
判
断
す
る
基
準

と
し
て
は
歴
代
の
著
録
に
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
検
討
の
対
象
と

は
な
ら
な
い
観
点
だ
と
い
え
る
。

三　

該
拓
の
逓
伝

該
拓
は
雍
正
乾
隆
間
に
採
ら
れ
た
あ
と
、
誰
に
よ
っ
て
収
蔵
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
楊
守
敬
「
附
天
発
神
讖
碑
」（
同
『
激
素

飛
清
閣
評
碑
記
』
巻
二
所
収（
８
））

に
、

…
…
余
僅
見
原
拓
二
本
。
一
為
劉
子
重
〔
銓
福
〕
蔵
、
即
翁

覃
溪
〔
方
綱
〕
故
物
。
一
為
順
徳
李
仲
若
文
田
蔵
、
然
稍
塗

抹
矣
。

（
…
…
余
僅
か
に
原
拓
二
本
を
見
る
。
一
に
劉
子
重
〔
銓
福
〕

蔵
為
り
、
即
ち
翁
覃
溪
〔
方
綱
〕
の
故
物
な
り
。
一
に
順
徳

の
李
仲
若
文
田
蔵
為
り
、
然
し
て
稍
や
塗
抹
せ
り
。）

と
あ
り
、
楊
は
清
初
の
翁
の
旧
蔵
と
指
摘
す
る
。
現
在
、
該
拓
に

は
そ
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
楊
の
記
載
に
よ
っ
て
、
採
拓

後
ほ
ど
な
く
し
て
翁
が
収
蔵
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
該
著
は

同
治
年
間
に
脱
稿
さ
れ
て
お
り
、
楊
は
そ
れ
以
前
に
劉
銓
福
（
後

述
）
の
も
と
で
過
眼
し
た
と
い
え
よ
う（
９
）。

該
拓
に
あ
る
記
録
と
し
て
最
も
古
い
の
は
祁き

之し

鑅こ
う

の
印
章
の

「
祁
季
聞
」（
白
文
方
印
）、「
季
聞
眼
福
」（
朱
文
方
印
）
で
あ

る
。
李
浚
之
編
『
清
画
家
詩
史
』
補
編
、
辛
上
補
（
中
国
書
店
、

一
九
九
〇
）
に
、

祁
之
鑅
、
字
季
聞
、
山
西
高
平
人
、
竹
軒
、
督
軍
恭
恪
公
𡎴
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子
、
道
光
癸
卯
挙
人
、
官
灤
州
知
州
。
嗜
篆
隷
書
、
山
水
疎

簡
、
饒
意
趣
。
有
『
荃
提
室
詩
文
集
』、『
過
亭
詞
』。

（
祁
之
鑅
、
字
は
季
聞
、
山
西
高
平
の
人
、
竹
軒
、
督
軍
恭

恪
公
𡎴
の
子
、
道
光
癸
卯
〔
二
三
年
、
一
八
四
三
〕
の
挙
人

に
し
て
、灤ら
ん

州
〔
現
在
の
河
北
省
灤
州
市
〕
知
州
に
官
た
り
。

篆
隷
の
書
を
嗜
み
、
山
水
疎
簡
に
し
て
、
意
趣
に
饒と

む
。『
荃

提
室
詩
文
集
』、『
過
亭
詞
』
有
り
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
道
光
二
三
年
以
後
に
官
界
で
活
動
し
た
と
見

ら
れ
、
ま
た
詩
書
画
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
竹

軒
」
は
父
の
祁
𡎴
（
一
七
七
七
―
一
八
四
四
）
の
字
、「
恭
恪
」
は

諡
、「
督
軍
」
と
あ
る
の
は
道
光
二
一
―
二
四
年
（
一
八
四
一
―

一
八
四
四
）
の
間
に
両
広
総
督
を
務
め
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
。
引
き
続
き
上
掲
『
清
画
家
詩
史
』
で
は
祁
詩
を
二
首
収
め
る

が
、
そ
の
一
首
目
の
詩
題
に
、

寛
夫
世
丈
、
守
辰
州
時
、
購
蒋
氏
書
甚
富
、
既
乞
病
貧
、
不

能
載
帰
、
寄
蔵
漵
浦
舒
氏
之
竹
坳
春
雨
楼
、
因
絵
図
寄
意
。

嗣
君
子
重
比
部
属
題
。
時
同
治
戊
辰
。

（
寛
夫
〔
劉
位
坦
〕
世
丈
、
辰
州
〔
現
在
の
湖
南
省
懐
化
市
〕

に
守
た
り
し
時
、
蒋
氏
の
書
を
購
ひ
甚
だ
富
む
も
、
既
に
病

貧
を
乞
ひ
、
載
帰
す
る
能
は
ず
、
寄
せ
て
漵
浦
舒
氏
の
竹

坳
春
雨
楼
に
蔵を
さ

め
、
絵
図
に
因
り
て
意
を
寄
す
。
嗣
君
の

子
重
〔
銓
福
〕
比
部 

題
を
属
す
。
時
に
同
治
戊
辰
〔
七
年
、

一
八
六
八
〕
た
り
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
祁
と
劉
位
坦
・
銓
福
父
子
の
関
係
性
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
劉
父
子
は
何
紹
基
（
一
七
九
九
―

一
八
七
三
）と
も
交
友
が
あ
っ
た
。
何
紹
基「
懐
都
中
友
人
」（『
東

洲
草
堂
詩
鈔
』
巻
一
三
所
収（
10
））

の
全
二
五
首
の
う
ち
一
一
首
目
に

劉
父
子
を
詠
じ
た
七
絶
が
あ
り
、
そ
の
自
注
に
、

劉
寛
夫
所
居
、
即
孫
退
谷
遺
址
、
乃
郎
子
重
亦
好
古
。

（
劉
寛
夫
の
所
居
、
即
ち
孫
退
谷
〔
承
沢
〕
の
遺
址
た
り
、

乃そ

の
郎
子
重
も
亦
た
古
を
好
む
。）

と
あ
る
。
劉
位
坦
、字
は
寛
夫
、斎
号
は
後
園
（
後
に
号
と
す
る
）、

畳
書
龕
、
館
祖
斎
、
君
子
館
、
天
咫
館
、
杞
楽
軒
、
甎
館
、
甎
祖

斎
。
道
光
五
年
（
一
八
二
五
）
の
拔
貢
。
金
石
書
画
、
古
籍
版
本

に
富
み
、
花
鳥
画
を
善
く
し
た
と
い
う（
11
）。

上
掲
の
何
の
指
摘
に
よ

れ
ば
、
居
所
は
明
末
清
初
の
人
で
収
蔵
・
鑑
定
に
長
じ
た
孫
承
沢

（
一
五
九
二
―
一
六
七
六
）
の
旧
蹟
に
構
え
た
と
い
う
。
こ
の
一

事
を
取
っ
て
見
て
も
、
収
蔵
や
鑑
蔵
に
意
気
込
む
位
坦
の
姿
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
の
銓
福
、
字
は
子
重
、
室
名
は
専
祖

斎
。
刑
部
主
事
を
務
め
、
古
物
を
好
み
、
古
籍
版
本
の
収
蔵
家
と

し
て
知
ら
れ
る（
12
）。

銓
福
の
鑑
蔵
印
に
「
大
興
劉
銓
福
家
世
守
印
」

（
白
文
方
印
）
が
あ
る
た
め
、
劉
父
子
の
籍
貫
は
大
興
（
現
在
の
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の
は
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

・「
呉
郡
」（
二
段
目
二
〇
行
末
）
が
本
来
あ
る
部
分
に
は
そ
も

そ
も
拓
紙
が
及
ん
で
お
ら
ず
、
判
断
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

採
拓
者
は
こ
の
部
分
に
は
文
字
が
な
い
と
判
断
し
、
拓
紙
を

延
べ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
呉
郡
」
の
部
分
に
は
拓
紙
が
及
ば
ず
拓
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め

検
討
か
ら
除
外
す
る
に
し
て
も
、
⑪
の
王
壮
弘
、
⑫
の
張
彦
遠
の

い
う
雍
正
乾
隆
拓
本
の
特
徴
が
す
べ
て
該
当
す
る
。
ゆ
え
に
、
該

拓
は
雍
正
乾
隆
期
の
採
拓
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
下
限
は
原

石
が
亡
佚
し
た
嘉
慶
一
〇
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
鄒
の
言
う
「
東
海
」（
一
段
目
二
二
行
）
は
、
⑪

の
王
壮
弘
、
⑫
の
張
彦
遠
に
よ
る
と
、「
東
海
」
直
下
の
「
夏
侯
」

ま
で
含
め
て
明
拓
本
で
は
明
晰
に
存
す
る
と
い
う
。
該
拓
で
は

「
東
」
が
辛
う
じ
て
判
読
で
き
る
だ
け
で
、
直
下
の
「
海
夏
侯
」

は
文
字
が
あ
る
こ
と
し
か
確
認
し
得
な
い
程
度
で
あ
る
。
ゆ
え
に

明
末
拓
と
い
う
鄒
の
見
解
に
は
賛
同
で
き
な
い
。
ま
た
、
鄒
が
指

摘
す
る
該
碑
に
刻
さ
れ
た
三
跋
は
拓
本
の
新
旧
を
判
断
す
る
基
準

と
し
て
は
歴
代
の
著
録
に
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
検
討
の
対
象
と

は
な
ら
な
い
観
点
だ
と
い
え
る
。

三　

該
拓
の
逓
伝

該
拓
は
雍
正
乾
隆
間
に
採
ら
れ
た
あ
と
、
誰
に
よ
っ
て
収
蔵
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
楊
守
敬
「
附
天
発
神
讖
碑
」（
同
『
激
素

飛
清
閣
評
碑
記
』
巻
二
所
収（
８
））

に
、

…
…
余
僅
見
原
拓
二
本
。
一
為
劉
子
重
〔
銓
福
〕
蔵
、
即
翁

覃
溪
〔
方
綱
〕
故
物
。
一
為
順
徳
李
仲
若
文
田
蔵
、
然
稍
塗

抹
矣
。

（
…
…
余
僅
か
に
原
拓
二
本
を
見
る
。
一
に
劉
子
重
〔
銓
福
〕

蔵
為
り
、
即
ち
翁
覃
溪
〔
方
綱
〕
の
故
物
な
り
。
一
に
順
徳

の
李
仲
若
文
田
蔵
為
り
、
然
し
て
稍
や
塗
抹
せ
り
。）

と
あ
り
、
楊
は
清
初
の
翁
の
旧
蔵
と
指
摘
す
る
。
現
在
、
該
拓
に

は
そ
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
楊
の
記
載
に
よ
っ
て
、
採
拓

後
ほ
ど
な
く
し
て
翁
が
収
蔵
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
該
著
は

同
治
年
間
に
脱
稿
さ
れ
て
お
り
、
楊
は
そ
れ
以
前
に
劉
銓
福
（
後

述
）
の
も
と
で
過
眼
し
た
と
い
え
よ
う（
９
）。

該
拓
に
あ
る
記
録
と
し
て
最
も
古
い
の
は
祁き

之し

鑅こ
う

の
印
章
の

「
祁
季
聞
」（
白
文
方
印
）、「
季
聞
眼
福
」（
朱
文
方
印
）
で
あ

る
。
李
浚
之
編
『
清
画
家
詩
史
』
補
編
、
辛
上
補
（
中
国
書
店
、

一
九
九
〇
）
に
、

祁
之
鑅
、
字
季
聞
、
山
西
高
平
人
、
竹
軒
、
督
軍
恭
恪
公
𡎴
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北
京
市
）
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、「
甎
祖
斎
」
の
斎
号
は
子
の
銓

福
も
継
承
し
て
お
り
、
該
拓
に
も
「
専
祖
斎
」（
朱
文
方
印
）
が

押
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
該
拓
は
位
坦
あ
る
い
は
子
の
銓
福
の
時
に

収
蔵
さ
れ
、
そ
の
折
に
之
鑅
が
過
眼
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
に
は
鄒
壽
祺
（
上
掲
）、
同
二
七
年

（
一
九
〇
一
）
に
は
許
枋
が
過
眼
し
て
跋
文
を
記
す
。
許
枋
の
委

細
は
不
詳
。
本
跋
と
そ
の
印
章
に
よ
る
と
、
湖
北
蘄き

春
（
現
在
の

湖
北
省
黄
岡
市
蘄
春
県
）
の
人
で
、
字
は
孝
升
、
号
は
蓼
僧
で
あ

る
。
な
お
、
本
幅
に
押
さ
れ
た
「
鄦
枋
」（
朱
文
方
印
）
の
「
鄦
」

は
「
許
」
に
通
じ
る
。
許
跋
（
訳
注
参
照
）
に
は
、

…
…
此
の
拓 

大
興
の
劉
氏
蔵
す
る
所
と
為
る
。
劉
氏 

金
石

を
鑒
収
す
る
を
以
て
京
師
に
箸
名
な
り
。
往
歳
の
乱
も
て
百

に
一
も
存
せ
ざ
る
も
、
此
の
拓
猶
ほ
幸
ひ
に
し
て
魯
の
霛

光
と
為
す
。
余 

其
の
後
人
、
少
伯
別
駕
、
名
は
楨
に
従
ひ
、

観
る
を
獲
て
、
謹
ん
で
幀
尾
に
識
す
。

と
記
し
、
当
時
の
劉
氏
の
収
蔵
状
況
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
す
な

わ
ち
、
大
興
劉
氏
は
当
時
の
北
京
で
は
著
名
な
金
石
の
収
蔵
家
で

あ
っ
た
が
、
義
和
団
事
件
（「
往
歳
之
乱
」）
で
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
ほ
と
ん
ど
を
散
佚
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
跋
文
を
記

し
た
時
に
は
銓
福
は
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
お
り
、
少
伯
別
駕
の

楨
が
大
興
劉
氏
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

葉
昌
熾
（
一
八
四
七
―
一
九
一
七
）
も
大
興
劉
氏
三
代
と
交
友

が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
同
『
蔵
書
紀
事
詩
』
巻
六（
13
）に

、

…
…
先
生
畳
書
龕
、
在
城
中
広
済
寺
、
因
得
河
間
献
王
「
君

子
館
甎
」、
名
其
居
曰
「
君
子
館
甎
館
」、
又
曰
「
甎
祖
斎
」。

所
居
在
後
孫
公
園
、
其
門
帖
曰
、「
君
子
館
甎
館
、
孫
公
園

後
園
。」
今
其
孫
〔
楨
〕
尚
守
旧
宅
、
而
蔵
書
星
散
矣
。

（
…
…
先
生
の
畳
書
龕
、
城
中
の
広
済
寺
に
在
り
、
河
間
献

王
の
「
君
子
館
甎
」
を
得
る
に
因
り
て
、
其
の
居
を
名
づ
け

て
「
君
子
館
甎
館
」
と
曰
ひ
、
又
た
「
甎
祖
斎
」
と
曰
ふ
。

所
居 

後
孫
公
園
に
在
り
、
其
の
門
帖
に
、「
君
子
館
甎
館
、

孫
公
園
後
園
。」
と
曰
ふ
。
今 

其
の
孫
〔
楨
〕
尚
ほ
旧
宅
を

守
る
も
、
蔵
書
は
星
散
せ
り
。）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
漢
の
景
帝
第
三
子
、
河

間
王
の
劉
徳
（
？
―
一
三
〇
）
の
「
君
子
館
甎
」
を
得
て
「
君
子

館
甎
館
」・「
甎
祖
斎
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま

た
、
楨
の
頃
に
は
蔵
書
は
散
佚
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
に
該
拓
も
楨
の
も
と
を
離
れ
、
同
郷
の
大
興
趙
氏
が
入
手

し
た
可
能
性
が
高
い
。
該
拓
に
は
「
大
興
趙
氏
鑑
蔵
金
石
文
字

記
」（
朱
文
方
印
）
が
押
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
光
緒
二
七
年
以
後
の
該
拓
の
所
蔵
者
を
特
定
す
る
の
は
難
し

い
。
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光
緒
二
八
年
（
一
九
〇
二
）、
楊
逸
（
一
八
六
四
―
一
九
二
九
）

が
九
〇
日
間
（「
九
秋
」）
も
収
蔵
者
か
ら
借
り
受
け
、
上
海
の

自
室
で
過
眼
し
、
題
記
を
記
し
た
。
楊
の
字
は
東
山
、
号
は
魯

石
・
無
悶
・
盥
雪
翁
、
上
海
の
人
。『
海
上
墨
林
』（
民
国
九

〔
一
九
二
〇
〕
刊
）
の
編
者
で
あ
り
、
豫
園
書
画
善
会
（
宣
統
二

年
〔
一
九
〇
九
〕
発
会
）
の
初
期
主
導
者
と
し
て
目
さ
れ
て
い
る（
14
）。

光
緒
三
一
年
（
一
九
〇
五
）
に
は
王
瓘
（
一
八
四
七
―
？
）、
宣

統
元
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
羅
振
玉
が
観
記
を
記
し
て
い
る
。
王

の
字
は
孝
玉
・
孝
禹
、
号
は
遯
庵
、
四
川
銅
梁
（
現
在
の
四
川

省
重
慶
市
銅
梁
区
、
安
徽
桐
城
〔
現
在
の
安
徽
省
桐
城
市
〕
と

も
）
の
人
。
篆
隷
を
善
く
し
、
収
蔵
家
と
し
て
も
名
高
く
、
鑑
定

に
長
じ
て
端
方
幕
下
で
活
動
し
た（
15
）。

羅
は
浙
江
上
虞
（
現
在
の

浙
江
省
紹
興
市
上
虞
区
）
の
人
、
字
は
叔
言
、
叔
薀
、
号
は
雪

堂
、
貞
松
。
金
石
・
書
画
・
碑
帖
な
ど
収
蔵
・
鑑
定
家
と
し
て
知

ら
れ
、
甲
骨
文
字
や
敦
煌
文
書
の
研
究
で
著
名
で
あ
る（
16
）。

民
国
八

年
（
一
九
一
九
）
に
は
何
維
樸
（
一
八
四
四
―
一
九
二
二
）
が
観

記
を
記
し
て
い
る
。
何
は
湖
南
道
州
（
現
在
の
湖
南
省
永
州
市
道

県
）
の
人
。
字
は
詩
孫
、
号
は
盤
止
、
盤
叟
、
晩
遂
老
人
、
秋
華

居
士
、
清
涼
旧
衲
、
室
名
は
頤
素
斎
、
盤
梓
山
房
、
別
名
は
何
伯

源（
17
）。

生
年
を
一
八
四
二
年
、
没
年
を
一
九
二
五
年
と
す
る
も
の
も

あ
る
。
紹
基
の
孫
で
、
革
命
後
は
上
海
で
売
芸
生
活
を
し
て
暮

ら
し
た
。
弟
に
維
棣
（
一
八
五
六
―
一
九
一
三
）、
従
弟
に
維
棟

（
一
八
五
二
―
一
八
八
七
）
が
い
る
。

そ
の
後
の
逓
伝
に
関
し
て
は
、「
師
古
山
房
蔵 

拓
本
目
録 

六

朝
之
部
第
二
」（
上
掲
⑤
金
石
拓
本
研
究
会
編
『
岡
村
商
石 

回
顧

展
一
九
九
二
年
夏
』、
一
六
頁
）
に
、

天て
ん

発ぱ
つ

神し
ん

讖し
ん

碑ひ

／
昭
和
拾
五
年
参
月
、
昭
和
公
司
ヨ
リ
求
之
、

価
金
壹
千
貳
百
円
、
／
此
碑
、
絶
拓
本
稀
、
余
求
之
茲
有
年
、

此
間
過
我
眼
拓
本
、
実
屈
十
指
、
無
一
真
本
、
皆
摹
刻
本
也
、

今
／
此
拓
本
、
終
帰
小
斎
之
有
、
信
生
涯
之
幸
福
也
、
筆
道

雄
渾
、
篆
隷
之
諸
碑
、
減
其
威
、
古
今
独
歩
之
／
態
、
朝
夕

恣
得
之
壁
間
、

と
見
え
る
。
委
細
は
不
明
で
あ
る
が
、「
昭
和
公
司
」
は
当
時
大

阪
市
に
あ
っ
た
中
国
の
法
帖
画
冊
類
を
直
輸
入
・
販
売
し
て
い
た

企
業
で
あ
っ
た（
18
）。

ま
た
、
上
掲
①
岡
本
蓉
二
郎
「
拓
本
に
魅
せ
ら

れ
て
」
に
、

…
…
あ
る
店
〔
昭
和
公
司
〕
か
ら
「
お
見
せ
し
た
い
拓
本
が

入
っ
た
か
ら
…
…
」
と
い
う
電
話
で
、
お
そ
ら
く
手
に
入
ら

な
い
だ
ろ
う
と
半
ば
あ
き
ら
め
て
い
た
「
天
発
神
讖
碑
（
て

ん
ぱ
つ
し
ん
し
（
マ
マ
）〔

し
ん
〕
の
ひ
）」
に
出
合
っ
た
時
は
、
し

ば
ら
く
声
が
出
な
か
っ
た
。
初
め
千
五
百
円
と
い
う
の
を

千
二
百
円
に
話
を
つ
け
、
兵
庫
県
西
宮
に
持
っ
て
い
た
貸
家
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北
京
市
）
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、「
甎
祖
斎
」
の
斎
号
は
子
の
銓

福
も
継
承
し
て
お
り
、
該
拓
に
も
「
専
祖
斎
」（
朱
文
方
印
）
が

押
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
該
拓
は
位
坦
あ
る
い
は
子
の
銓
福
の
時
に

収
蔵
さ
れ
、
そ
の
折
に
之
鑅
が
過
眼
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
に
は
鄒
壽
祺
（
上
掲
）、
同
二
七
年

（
一
九
〇
一
）
に
は
許
枋
が
過
眼
し
て
跋
文
を
記
す
。
許
枋
の
委

細
は
不
詳
。
本
跋
と
そ
の
印
章
に
よ
る
と
、
湖
北
蘄き

春
（
現
在
の

湖
北
省
黄
岡
市
蘄
春
県
）
の
人
で
、
字
は
孝
升
、
号
は
蓼
僧
で
あ

る
。
な
お
、
本
幅
に
押
さ
れ
た
「
鄦
枋
」（
朱
文
方
印
）
の
「
鄦
」

は
「
許
」
に
通
じ
る
。
許
跋
（
訳
注
参
照
）
に
は
、

…
…
此
の
拓 

大
興
の
劉
氏
蔵
す
る
所
と
為
る
。
劉
氏 

金
石

を
鑒
収
す
る
を
以
て
京
師
に
箸
名
な
り
。
往
歳
の
乱
も
て
百

に
一
も
存
せ
ざ
る
も
、
此
の
拓
猶
ほ
幸
ひ
に
し
て
魯
の
霛

光
と
為
す
。
余 

其
の
後
人
、
少
伯
別
駕
、
名
は
楨
に
従
ひ
、

観
る
を
獲
て
、
謹
ん
で
幀
尾
に
識
す
。

と
記
し
、
当
時
の
劉
氏
の
収
蔵
状
況
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
す
な

わ
ち
、
大
興
劉
氏
は
当
時
の
北
京
で
は
著
名
な
金
石
の
収
蔵
家
で

あ
っ
た
が
、
義
和
団
事
件
（「
往
歳
之
乱
」）
で
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
ほ
と
ん
ど
を
散
佚
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
跋
文
を
記

し
た
時
に
は
銓
福
は
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
お
り
、
少
伯
別
駕
の

楨
が
大
興
劉
氏
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

葉
昌
熾
（
一
八
四
七
―
一
九
一
七
）
も
大
興
劉
氏
三
代
と
交
友

が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
同
『
蔵
書
紀
事
詩
』
巻
六（
13
）に

、

…
…
先
生
畳
書
龕
、
在
城
中
広
済
寺
、
因
得
河
間
献
王
「
君

子
館
甎
」、
名
其
居
曰
「
君
子
館
甎
館
」、
又
曰
「
甎
祖
斎
」。

所
居
在
後
孫
公
園
、
其
門
帖
曰
、「
君
子
館
甎
館
、
孫
公
園

後
園
。」
今
其
孫
〔
楨
〕
尚
守
旧
宅
、
而
蔵
書
星
散
矣
。

（
…
…
先
生
の
畳
書
龕
、
城
中
の
広
済
寺
に
在
り
、
河
間
献

王
の
「
君
子
館
甎
」
を
得
る
に
因
り
て
、
其
の
居
を
名
づ
け

て
「
君
子
館
甎
館
」
と
曰
ひ
、
又
た
「
甎
祖
斎
」
と
曰
ふ
。

所
居 

後
孫
公
園
に
在
り
、
其
の
門
帖
に
、「
君
子
館
甎
館
、

孫
公
園
後
園
。」
と
曰
ふ
。
今 

其
の
孫
〔
楨
〕
尚
ほ
旧
宅
を

守
る
も
、
蔵
書
は
星
散
せ
り
。）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
漢
の
景
帝
第
三
子
、
河

間
王
の
劉
徳
（
？
―
一
三
〇
）
の
「
君
子
館
甎
」
を
得
て
「
君
子

館
甎
館
」・「
甎
祖
斎
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま

た
、
楨
の
頃
に
は
蔵
書
は
散
佚
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
に
該
拓
も
楨
の
も
と
を
離
れ
、
同
郷
の
大
興
趙
氏
が
入
手

し
た
可
能
性
が
高
い
。
該
拓
に
は
「
大
興
趙
氏
鑑
蔵
金
石
文
字

記
」（
朱
文
方
印
）
が
押
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
光
緒
二
七
年
以
後
の
該
拓
の
所
蔵
者
を
特
定
す
る
の
は
難
し

い
。
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を
売
り
払
っ
て
千
三
百
円
を
調
達
、
走
る
よ
う
に
そ
の
店
に

金
を
持
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
さ
す
が
に
高
円
寺
の
我
が

家
の
敷
居
は
高
か
っ
た
。
家
を
売
っ
た
金
の
残
り
が
た
っ
た

百
円
で
す
か
と
嘆
か
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
子
供
が
二

人
も
い
る
の
に
将
来
の
こ
と
も
考
え
な
さ
い
と
い
わ
れ
て
返

す
言
葉
も
な
か
っ
た
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
岡
村
商
石
が
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）

に
、
昭
和
公
司
か
ら
該
拓
の
値
段
が
一
五
〇
〇
円
の
と
こ
ろ
を

一
二
〇
〇
円
ま
で
値
踏
み
し
て
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

商
石
に
関
し
て
は
、
上
掲
①
岡
村
蓉
二
郎
「
拓
本
に
魅
せ
ら

れ
て
」、
⑤
金
石
拓
本
研
究
会
編
『
岡
村
商
石
回
顧
展
一
九
九
二

年
夏
』、
⑥
清
原
實
門
「
師
古
斎
・
岡
村
商
石
先
生
の
こ
と
」
に

詳
し
く
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
略
歴
を
見
て
お
こ
う
。
商
石
は
明
治

四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
大
阪
に
生
ま
れ
、初
名
は
道
雄
と
い
い
、

後
に
蓉
二
郎
と
改
名
し
た
。
号
は
商
石
、
師
古
山
房
、
師
古
斎
と

称
し
た
。
師
古
斎
の
斎
号
は
昭
和
一
四
年
冬
に
斉
白
石
（
一
八
六
四

―
一
九
五
七
）
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
扁
額
が
存
在
す
る

（
上
掲
⑤
、
三
頁
参
照
）。
大
阪
市
立
商
科
大
学
（
現
在
の
大
阪
市

立
大
学
）
の
予
科
を
卒
業
後
、
昭
和
一
〇
年
、
関
西
信
託
株
式
会

社
（
現
在
の
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
に
入
社
し
た
。
拓
本
と
の

出
会
い
は
昭
和
一
〇
年
に
「
皇
甫
誕
碑
」「
礼
器
碑
」
を
購
入
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
同
一
三
年
か
ら
一
八
年
の
東
京
在
勤
の
間
に

ほ
ぼ
完
成
し
た
と
い
う
。「
師
古
山
房
過
眼
録
」（
上
掲
⑤
所
収
、

一
四
―
一
五
頁
）、「
師
古
山
房
蔵 

拓
本
目
録 

六
朝
之
部
第
二
」

（
上
掲
⑤
所
収
、一
六
―
一
七
頁
）
に
よ
る
と
、清
雅
堂
、晩
翠
軒
、

昭
和
公
司
、
鴻
華
書
店
、
鳩
居
堂
、
平
野
古
陶
軒
を
介
し
て
拓
本

を
入
手
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
中
国
文
物
の
収
蔵
家
で

あ
っ
た
勤
務
先
（
関
西
信
託
株
式
会
社
）
の
社
長
の
山
口
謙
四
郎

（
一
八
八
六
―
一
九
五
七
）
や
朝
日
新
聞
で
活
動
し
た
岡
野
養
之

助
（
一
八
七
八
―
一
九
四
九
）、昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
書

道
博
物
館
を
開
設
し
た
中
村
不
折
（
一
八
六
六
―
一
九
四
三
）
の

益
を
受
け
、
上
田
桑
鳩
（
一
八
九
九
―
一
九
六
八
）、
中
村
素
堂

（
一
九
〇
一
―
一
九
八
二
）、須
羽
源
一
（
一
九
一
〇
―
一
九
七
五
）

ら
と
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

中
国
の
石
仏
・
青
銅
器
・
陶
磁
器
等
二
二
四
点
か
ら
な
り
、
大
阪

市
立
美
術
館
の
東
洋
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を
な
し
て
い
る（
19
）。

山
口
・
岡
村
の
師
弟
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
揃
っ
て
大
阪
市
立
美
術

館
に
帰
し
た
こ
と
は
何
か
し
ら
の
因
縁
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
商

石
は
山
口
か
ら
勧
め
ら
れ
て
採
拓
を
初
め
、
昭
和
一
四
・
一
五

年
ご
ろ
、
書
道
博
物
館
に
や
っ
て
き
た
中
国
の
拓
工
の
作
業
を

見
学
し
、「
搗と
う

墨ぼ
く

」
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
に
似
た

も
の
を
奈
良
の
墨
運
堂
に
作
ら
せ
た
と
い
う
。
著
に
岡
村
蓉
二
郎
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「
拓
本
の
話
」（『
書
道
』
第
一
〇
巻
第
八
号
、
一
九
四
一
、
四
六

―
四
九
頁
）、
岡
村
蓉
二
郎
『
中
国
拓
法
の
研
究
』（
綜
芸
舎
、

一
九
七
六
）
が
あ
る
。
平
成
三
年
八
月
五
日
に
没
し
た
。

𠮷
村
元
雄
「
序
」（
上
掲
④
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
中
国
金
石

拓
本
目
録
』
所
収
、
頁
数
無
記
載
）
に
、

…
…
昭
和
49
年
、蒐
集
品
の
将
来
に
つ
い
て
の
同
氏
〔
商
石
〕

の
考
え
と
当
館
の
方
針
と
が
結
び
あ
わ
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

一
括
購
入
の
は
こ
び
と
な
り
、
全
品
を
整
理
、
研
究
し
、
成

果
を
刊
行
す
る
と
い
う
希
望
を
有
し
て
い
た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）

に
大
阪
市
立
美
術
館
に
よ
っ
て
師
古
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
四
五
〇
件

が
一
括
購
入
さ
れ
、
該
拓
も
こ
の
と
き
に
当
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
に
上
掲
②
『
大
阪
市
立
美

術
館
紀
要
』
に
よ
っ
て
目
録
化
さ
れ
、
一
般
に
そ
の
全
貌
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
紀
要
が
好
評
を
博
し
た
た
め
に
、
平
成
元

年
（
一
九
八
九
）
に
上
掲
④
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
中
国
金
石
拓

本
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
該
拓
に
関
し
て
は
④
に
、

411　

天
発
神
讖
碑　

４
幅
（
Ｃ
―
21
）（
２
７
３
１
）

呉　

天
璽
元
年
（
276
）

〔
著
〕
両
漢
（
十
八
）、
金
石
（
二
十
四
）
18

と
あ
る
。
凡
例
に
よ
る
と
、「（
Ｃ
―
21
）」
は
整
理
番
号
、「（
２

７
３
１
）」
は
蔵
品
台
帳
番
号
、「
両
漢
（
十
八
）」
は
翁
方
綱
『
両

漢
金
石
記
』
巻
一
八
、「
金
石
（
二
十
四
）」
は
王
昶
『
金
石
萃
編
』

巻
二
四
、一
八
丁
を
示
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
後
に
は
該
拓
は
改
装
が

施
さ
れ
て
い
る
。
改
装
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
弓
野
隆
之
氏

へ
の
取
材
（
令
和
三
年
一
月
五
日
）
に
よ
る
と
、
平
成
二
九
年

（
二
〇
一
七
）
七
月
か
ら
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
に
か

け
て
改
装
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
改
装
前
の
状
況
と
し
て
、
す
で

に
軸
装
さ
れ
て
い
た
が
、
箱
は
存
在
せ
ず
、
題
簽
な
ど
の
附
属
資

料
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
後
述
の
羅
の
観
記
に
は
欠
損
が

認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
改
装
前
か
ら
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
。
現
在
、
該
拓
は
③
『
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
品
選
集
』
や
⑨

『
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
作
品
選
』
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

師
古
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
延
い
て
は
大
阪
市
立
美
術
館
の
拓
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
白
眉
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
該
拓
の
先
行
研
究
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
該
拓
の
採
拓
年
代
や
逓
伝
の
過
程

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
検
討
の
結
果
、
該
拓
は
雍
正
乾
隆
期
の
採
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を
売
り
払
っ
て
千
三
百
円
を
調
達
、
走
る
よ
う
に
そ
の
店
に

金
を
持
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
さ
す
が
に
高
円
寺
の
我
が

家
の
敷
居
は
高
か
っ
た
。
家
を
売
っ
た
金
の
残
り
が
た
っ
た

百
円
で
す
か
と
嘆
か
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
子
供
が
二

人
も
い
る
の
に
将
来
の
こ
と
も
考
え
な
さ
い
と
い
わ
れ
て
返

す
言
葉
も
な
か
っ
た
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
岡
村
商
石
が
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）

に
、
昭
和
公
司
か
ら
該
拓
の
値
段
が
一
五
〇
〇
円
の
と
こ
ろ
を

一
二
〇
〇
円
ま
で
値
踏
み
し
て
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

商
石
に
関
し
て
は
、
上
掲
①
岡
村
蓉
二
郎
「
拓
本
に
魅
せ
ら

れ
て
」、
⑤
金
石
拓
本
研
究
会
編
『
岡
村
商
石
回
顧
展
一
九
九
二

年
夏
』、
⑥
清
原
實
門
「
師
古
斎
・
岡
村
商
石
先
生
の
こ
と
」
に

詳
し
く
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
略
歴
を
見
て
お
こ
う
。
商
石
は
明
治

四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
大
阪
に
生
ま
れ
、初
名
は
道
雄
と
い
い
、

後
に
蓉
二
郎
と
改
名
し
た
。
号
は
商
石
、
師
古
山
房
、
師
古
斎
と

称
し
た
。
師
古
斎
の
斎
号
は
昭
和
一
四
年
冬
に
斉
白
石
（
一
八
六
四

―
一
九
五
七
）
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
扁
額
が
存
在
す
る

（
上
掲
⑤
、
三
頁
参
照
）。
大
阪
市
立
商
科
大
学
（
現
在
の
大
阪
市

立
大
学
）
の
予
科
を
卒
業
後
、
昭
和
一
〇
年
、
関
西
信
託
株
式
会

社
（
現
在
の
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
に
入
社
し
た
。
拓
本
と
の

出
会
い
は
昭
和
一
〇
年
に
「
皇
甫
誕
碑
」「
礼
器
碑
」
を
購
入
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
同
一
三
年
か
ら
一
八
年
の
東
京
在
勤
の
間
に

ほ
ぼ
完
成
し
た
と
い
う
。「
師
古
山
房
過
眼
録
」（
上
掲
⑤
所
収
、

一
四
―
一
五
頁
）、「
師
古
山
房
蔵 

拓
本
目
録 

六
朝
之
部
第
二
」

（
上
掲
⑤
所
収
、一
六
―
一
七
頁
）
に
よ
る
と
、清
雅
堂
、晩
翠
軒
、

昭
和
公
司
、
鴻
華
書
店
、
鳩
居
堂
、
平
野
古
陶
軒
を
介
し
て
拓
本

を
入
手
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
中
国
文
物
の
収
蔵
家
で

あ
っ
た
勤
務
先
（
関
西
信
託
株
式
会
社
）
の
社
長
の
山
口
謙
四
郎

（
一
八
八
六
―
一
九
五
七
）
や
朝
日
新
聞
で
活
動
し
た
岡
野
養
之

助
（
一
八
七
八
―
一
九
四
九
）、昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
書

道
博
物
館
を
開
設
し
た
中
村
不
折
（
一
八
六
六
―
一
九
四
三
）
の

益
を
受
け
、
上
田
桑
鳩
（
一
八
九
九
―
一
九
六
八
）、
中
村
素
堂

（
一
九
〇
一
―
一
九
八
二
）、須
羽
源
一
（
一
九
一
〇
―
一
九
七
五
）

ら
と
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

中
国
の
石
仏
・
青
銅
器
・
陶
磁
器
等
二
二
四
点
か
ら
な
り
、
大
阪

市
立
美
術
館
の
東
洋
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を
な
し
て
い
る（
19
）。

山
口
・
岡
村
の
師
弟
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
揃
っ
て
大
阪
市
立
美
術

館
に
帰
し
た
こ
と
は
何
か
し
ら
の
因
縁
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
商

石
は
山
口
か
ら
勧
め
ら
れ
て
採
拓
を
初
め
、
昭
和
一
四
・
一
五

年
ご
ろ
、
書
道
博
物
館
に
や
っ
て
き
た
中
国
の
拓
工
の
作
業
を

見
学
し
、「
搗と
う

墨ぼ
く

」
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
に
似
た

も
の
を
奈
良
の
墨
運
堂
に
作
ら
せ
た
と
い
う
。
著
に
岡
村
蓉
二
郎
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拓
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
下
限
は
原
石
が
亡
佚
し
た
嘉
慶

一
〇
年
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
該
拓
の
逓
伝
に
関
し
て
は
、
採
拓
後
ほ
ど
な
く
し
て
翁

方
綱
、
大
興
劉
氏
と
継
承
さ
れ
、
そ
の
後
同
郷
の
大
興
趙
氏
の
所

蔵
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
日
本
に
流
出
し
、
昭
和

一
五
年
三
月
に
、
岡
村
商
石
が
昭
和
公
司
よ
り
入
手
し
、
同
四
九

年
、
大
阪
市
立
美
術
館
に
売
却
さ
れ
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
。
な

お
、
大
興
の
劉
氏
の
収
蔵
に
関
し
て
は
、
銓
福
・
楨
の
時
に
収
蔵

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
銓
福
の
父
の
位

坦
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
は
該
拓
以
外
の
拓
本
の
検
討
を
さ
ら
に
進
め
、
清
末
民
初

期
の
収
蔵
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
賞
鑑
家
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て

ゆ
き
た
い
。

附　

訳
注

（
１
） 

印
章

印
章
の
図
版
（
図
２
―
図
11
）
は
原
寸
で
は
な
く
、
撮
影
時
の

歪
み
が
あ
る
た
め
、
参
考
程
度
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

・
祁
之
鑅
（
図
２
）

「
祁
季
聞
」（
白
文
方
印
）、「
季
聞
眼
福
」（
朱
文
方
印
）

・
許
枋
（
図
３
）

「
鄦
」（
朱
文
楕
円
印
）、「
鄦
枋
」（
朱
文
方
印
）、「
孝
升
亦

号
蓼
僧
」（
朱
文
方
印
）

・
劉
銓
福
（
図
４
）

「
大
興
劉
銓
福
家
世
守
印
」（
白
文
方
印
×
四
）、「
専
祖
斎（
20
）」

（
朱
文
方
印
×
三
）

・
王
瓘
（
図
５
）

「
太
原
」（
朱
文
長
方
印
）、「
王
瓘
印
信
長
寿
」（
白
文
方
印
）、

「
丞
相
中
郎
丈
人
行
」（
白
文
方
印
）

・
楊
逸
（
図
６
）

「
逸
」（
朱
文
方
印
）

・
鄒
寿
祺
（
鄒
安
、
図
７
）

「
寿
祺
」（
朱
文
方
印
）、「
適
廬
」（
朱
文
方
印
）、「
適
廬
目

存
」（
白
文
方
印
×
二
）

・
何
維
樸
（
図
８
）

「
何
維
樸
印
」（
白
文
方
印
）、「
詩
孫
」（
朱
文
方
印
）

・
羅
振
玉
（
図
９
）

「
羅
振
玉
」（
白
文
方
印
）、「
羅
叔
言
」（
白
文
方
印
）

・
大
興
趙
氏
（
図
10
）

「
大
興
趙
氏
鑑
蔵
金
石
文
字
記
」（
朱
文
方
印
）
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図２　祁之鑅

図６　楊逸

図３　許枋

図７　鄒壽祺

図４　劉銓福

図10　大興趙氏

図８　何維樸

図11　不明

図９　羅振玉

図５　王瓘
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、
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が
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そ
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、
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、
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、
岡
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和
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、
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、
大
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市
立
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術
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に
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さ
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、
現
在
に
到
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て
い
る
。
な
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、
大
興
の
劉
氏
の
収
蔵
に
関
し
て
は
、
銓
福
・
楨
の
時
に
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蔵

さ
れ
て
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た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
銓
福
の
父
の
位

坦
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
は
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拓
以
外
の
拓
本
の
検
討
を
さ
ら
に
進
め
、
清
末
民
初

期
の
収
蔵
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
賞
鑑
家
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て

ゆ
き
た
い
。
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訳
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（
１
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印
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の
図
版
（
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―
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11
）
は
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寸
で
は
な
く
、
撮
影
時
の

歪
み
が
あ
る
た
め
、
参
考
程
度
に
過
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な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

予
め
断
っ
て
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き
た
い
。

・
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之
鑅
（
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）

「
祁
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聞
」（
白
文
方
印
）、「
季
聞
眼
福
」（
朱
文
方
印
）

・
許
枋
（
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）

「
鄦
」（
朱
文
楕
円
印
）、「
鄦
枋
」（
朱
文
方
印
）、「
孝
升
亦

号
蓼
僧
」（
朱
文
方
印
）

・
劉
銓
福
（
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４
）

「
大
興
劉
銓
福
家
世
守
印
」（
白
文
方
印
×
四
）、「
専
祖
斎（
20
）」

（
朱
文
方
印
×
三
）

・
王
瓘
（
図
５
）

「
太
原
」（
朱
文
長
方
印
）、「
王
瓘
印
信
長
寿
」（
白
文
方
印
）、

「
丞
相
中
郎
丈
人
行
」（
白
文
方
印
）

・
楊
逸
（
図
６
）

「
逸
」（
朱
文
方
印
）

・
鄒
寿
祺
（
鄒
安
、
図
７
）

「
寿
祺
」（
朱
文
方
印
）、「
適
廬
」（
朱
文
方
印
）、「
適
廬
目

存
」（
白
文
方
印
×
二
）

・
何
維
樸
（
図
８
）

「
何
維
樸
印
」（
白
文
方
印
）、「
詩
孫
」（
朱
文
方
印
）

・
羅
振
玉
（
図
９
）

「
羅
振
玉
」（
白
文
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）、「
羅
叔
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」（
白
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）

・
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）

「
大
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金
石
文
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記
」（
朱
文
方
印
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・
不
明
（
図
11
）

「
月
川
肧
得（
21
）」（

朱
文
方
印
）

（
２
） 
題
跋

題
跋
は
ま
と
め
て
巻
末
に
図
版
を
掲
載
し
た
。

鄒
壽
祺
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
観
記
（
図
12
）

呉
天
璽
石
刻
、
晋
宋
時
已
折
為
三
段
、
故
世
称
三
段
碑
相
伝
。
以

第
一
段
「
東
海
侯
」
三
字
清
晰
者
為
明
拓
。
第
二
段
「
敷
垂
」
下

「
億
載
」
二
字
、
可
弁
者
為
宋
拓
。
然
余
見
帰
安
呉
退
楼
蔵
巻（
22
）、

僅
「
呉
郡
」
二
字
可
見
。
已
自
詡
為
宋
拓
。
此
本
「
東
海
」
二
字
、

可
弁
。「
敷
」
下
「
垂
」
字
、
存
半
。
又
宋
崇
寧
石
豫（
23
）、

元
祐
胡

宗
師（
24
）、

明
嘉
靖
耿
定（
25
）向

三
跋
完
全
。
其
為
明
季
拓
本
無
疑
。
攷
此

石
、
燩
于
嘉
慶
十
年
、
未
燩
前
尚
有
翁
方
綱
、
孫
星
衍
、
瞿
中
溶

隷
書
題
名（
26
）。

余
又
見
道
州
何
氏
蔵
一
翦
本（
27
）、

并
有
此
跋
（
マ
マ
）〔
刻
〕。

在
嘉
慶
五
年
。
然
筆
道
細
痩
、
不
及
此
雄
健
多
矣
。
況
此
為
整
紙

其
可
寶
。
豈
在
退
楼
蔵
巻
下
耶
﹇
刻
誤
跋（
28
）﹈。

光
緒
紀
元
六
月
、

杭
州
鄒
壽
祺
観
并
記
。

呉
の
天
璽
石
刻
、
晋
宋
の
時
已
に
折
れ
て
三
段
と
為
り
、
故
に
世

に
三
断
碑
と
称
さ
れ
て
相
ひ
伝
ふ
。
第
一
段
「
東
海
侯
」
三
字
の

清
晰
な
る
者
を
以
て
明
拓
と
為
す
。
第
二
段
「
敷
垂
」
下
の
「
億

載
」
二
字
、
弁
ず
可
き
者
は
宋
拓
為
り
。
然
し
て
余 

帰
安
の
呉

退
楼
の
蔵
巻
を
見
る
に
、
僅
か
に
「
呉
郡
」
二
字 

見
る
可
し
。

已
に
自
詡
し
て
宋
拓
と
為
す
。
此
の
本
「
東
海
」
二
字
、
弁
ず
可

し
。「
敷
」
下
の
「
垂
」
字
、
半
ば
を
存
す
。
又
た
宋
崇
寧
の
石

豫
、
元
祐
の
胡
宗
師
、
明
嘉
靖
の
耿
定
向
の
三
跋
完
全
た
り
。
其

の
明
季
の
拓
本
と
為
す
は
疑
ひ
無
し
。
此
の
石
を
攷
ふ
る
に
、
嘉

慶
十
年
に
燩も

ゆ
れ
ど
も
、
未
だ
燩
え
ざ
る
前
に
尚
ほ
翁
方
綱
、
孫

星
衍
、
瞿
中
溶
の
隷
書
題
名
有
り
。
余 

又
た
道
州
の
何
氏
の
蔵

す
る
一
翦
本
を
見
る
に
、
并
び
に
此
の
跋
（
マ
マ
）〔

刻
〕
有
り
。
嘉
慶
五

年
に
在
り
。
然
れ
ど
も
筆
道
細
痩
に
し
て
、
此
の
雄
健
な
る
に
及

ば
ざ
る
こ
と
多
し
。
況
ん
や
此
れ
整
紙
が
為
に
其
の
宝
と
す
可
き

を
や
。
豈
に
退
楼
の
蔵
巻
の
下
に
在
ら
ん
や
﹇
刻 

跋
の
誤
り
﹈。

光
緒
紀
元
六
月
、
杭
州
の
鄒
壽
祺 

観
て
并
び
に
記
す
。

呉
の
天
璽
石
刻
（「
天
発
神
讖
碑
」）
は
、
晋
や
宋
の
時
代
に
は
す

で
に
折
れ
て
三
段
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
故
世
間
で
は
三
段
碑
と

呼
ば
れ
て
長
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
第
一
段
目
「
東
海
侯
」
の
三

字
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
も
の
は
明
拓
で
あ
る
。
第
二
段
目
「
敷

垂
」
の
下
に
あ
る
「
億
載
」
の
二
字
が
、
判
別
で
き
る
も
の
は
宋
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拓
で
あ
る
。
そ
し
て
私
は
帰
安
の
呉
退
楼
（
呉
雲
、
一
八
一
一
―

一
八
八
三
）
の
所
蔵
す
る
（
拓
の
）
巻
子
を
見
た
が
、
僅
か
に

「
呉
郡
」
の
二
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。（
呉
は
）
以
前
か
ら
自

慢
し
て
宋
拓
と
み
な
し
て
い
た
。
此
の
拓
本
は
「
東
海
」
の
二
字

が
、
判
別
で
き
る
。「
敷
」
の
下
の
「
垂
」
字
も
、
半
ば
を
残
し

て
い
る
。
更
に
（
北
）
宋
の
崇
寧
の
紀
年
の
あ
る
石
豫
、（
北
宋

の
）
元
祐
の
紀
年
の
あ
る
胡
宗
師
、
明
の
嘉
靖
の
紀
年
の
あ
る
耿

定
向
の
三
跋
が
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
明
末
の

拓
本
と
見
な
す
こ
と
に
は
疑
い
は
な
い
。
こ
の
石
に
つ
い
て
考
え

る
と
、
嘉
慶
一
〇
年
（
一
八
〇
五
）
に
燃
え
て
し
ま
っ
た
が
、
燃

え
る
以
前
に
は
ま
だ
翁
方
綱
、
孫
星
衍
、
瞿
中
溶
の
隷
書
の
題
名

が
あ
っ
た
。
私
は
更
に
道
州
の
何
氏
（
維
樸
）
の
所
蔵
す
る
翦
装

本
一
本
を
見
る
と
、
こ
の
（
題
名
の
）
刻
が
あ
っ
た
。
嘉
慶
五
年

（
一
八
〇
〇
）（
の
拓
本
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
（
何
の
拓
本
の
）

線
条
は
細
く
痩
せ
て
お
り
、
こ
の
（
拓
本
の
）
力
強
さ
に
及
ば
な

い
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
し
て
こ
の
拓
本
は
整
本
で
あ
る
た
め
珍
重

す
べ
き
こ
と
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て
退
楼
（
呉
）
の
蔵

巻
の
下
位
に
あ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
六
月
、
杭
州
の
鄒
壽
祺
が
（
拓
本
を
見

て
） 

観
て
あ
わ
せ
て
（
観
記
を
）
記
し
た
。

許
枋
光
緒
二
七
年
（
一
九
〇
一
）
跋
（
図
13
）

此
分
隷
也
、
金
石
家
相
伝
為
皇
象
書（
29
）。

以
『
呉
志
』
趙
達
伝
注
所

引
『
呉
録
』
証
之
、「
象
与
呉
範
・
趙
達
輩
、
同
時
並
偁（
30
）」。

至
天

璽
年
、
当
近
百
齢
、
恐
晩
筆
亦
未
能
及
此
。
然
昔
人
称
象
書
、「
軆

兼
篆
籀
、
宜
居
周
鼓
・
秦
石
之
次（
31
）」。

観
此
体
格
、
又
疑
近
之
。
要

其
書
法
奇
絶
、
即
不
借
名
於
象
、
自
足
千
古
。
郭
宗
昌
目
為
妖（
32
）、

朱
竹
垞
訾
為
拙
逼
矣（
33
）。

神
讖
妖
妄
書
法
、
不
妖
妄
也
。『
呉
志
』

載
、「
孫
晧
（
マ
マ
）〔
皓
〕
天
璽
元
年
、
歴
陽
山
石
文
理
、
成
字
廿
、
又

陽
羨
山
有
石
文
之
瑞（
34
）」。

蓋
晧
（
マ
マ
）〔
皓
〕
以
無
道
好
佞
。
群
下
矯
誣

貢
諛
、
符
瑞
競
作
。
此
神
讖
亦
天
璽
元
年
出
。
当
時
似
此
者
多
、

史
不
勝
載
耳
。
其
書
本
因
山
刻
石
、
其
石
圜
長
、
環
而
刻
之
。
非

碑
也
。
而
俗
呼
「
天
発
神
讖
碑
」、
不
知
何
時
石
断
為
三
。
宋
人

取
而
寘
諸
漕
使
之
署
、
明
人
迻
置
江
甯
県
学
尊
経
閣
下
。
国
朝
嘉

慶
十
年
秋
、
𤈦
於
火
。
桐
城
姚
姬
伝
鼐
、
是
年
主
講
鍾
山
。
有
未

𤈦
時
拓
本
、
具
跋
其
詳
、
且
謂
「
茲
後
拓
本
、
不
易
有
益
、
深
惜

之
也（
35
）」。

余
有
宜
都
楊
氏
獲
鉤
本（
36
）、

頗
不
失
真
面
。
然
所
拠
本
、

似
猶
在
此
拓
之
後
。
吾
郷
天
台
先
生
題
字（
37
）亦

未
橅
入
。
此
拓
為
大

興
劉
氏
所
蔵
。
劉
氏
以
鑒
収
金
石
箸
名
京
師
。
往
歳
之
乱
百
不
存

一
、
此
拓
猶
幸
為
魯
霛
光（
38
）。

余
従
其
後
人
、
少
伯
別
駕
、
名
楨
、

獲
観
、
謹
識
幀
尾
。
光
緒
廿
有
七
年
、
歳
在
辛
丑
冬
十
一
月
、
蘄
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・
不
明
（
図
11
）

「
月
川
肧
得（
21
）」（

朱
文
方
印
）

（
２
） 

題
跋

題
跋
は
ま
と
め
て
巻
末
に
図
版
を
掲
載
し
た
。

鄒
壽
祺
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
観
記
（
図
12
）

呉
天
璽
石
刻
、
晋
宋
時
已
折
為
三
段
、
故
世
称
三
段
碑
相
伝
。
以

第
一
段
「
東
海
侯
」
三
字
清
晰
者
為
明
拓
。
第
二
段
「
敷
垂
」
下

「
億
載
」
二
字
、
可
弁
者
為
宋
拓
。
然
余
見
帰
安
呉
退
楼
蔵
巻（
22
）、

僅
「
呉
郡
」
二
字
可
見
。
已
自
詡
為
宋
拓
。
此
本
「
東
海
」
二
字
、

可
弁
。「
敷
」
下
「
垂
」
字
、
存
半
。
又
宋
崇
寧
石
豫（
23
）、

元
祐
胡

宗
師（
24
）、

明
嘉
靖
耿
定（
25
）向

三
跋
完
全
。
其
為
明
季
拓
本
無
疑
。
攷
此

石
、
燩
于
嘉
慶
十
年
、
未
燩
前
尚
有
翁
方
綱
、
孫
星
衍
、
瞿
中
溶

隷
書
題
名（
26
）。

余
又
見
道
州
何
氏
蔵
一
翦
本（
27
）、

并
有
此
跋
（
マ
マ
）〔

刻
〕。

在
嘉
慶
五
年
。
然
筆
道
細
痩
、
不
及
此
雄
健
多
矣
。
況
此
為
整
紙

其
可
寶
。
豈
在
退
楼
蔵
巻
下
耶
﹇
刻
誤
跋（
28
）﹈。

光
緒
紀
元
六
月
、

杭
州
鄒
壽
祺
観
并
記
。

呉
の
天
璽
石
刻
、
晋
宋
の
時
已
に
折
れ
て
三
段
と
為
り
、
故
に
世

に
三
断
碑
と
称
さ
れ
て
相
ひ
伝
ふ
。
第
一
段
「
東
海
侯
」
三
字
の

清
晰
な
る
者
を
以
て
明
拓
と
為
す
。
第
二
段
「
敷
垂
」
下
の
「
億

載
」
二
字
、
弁
ず
可
き
者
は
宋
拓
為
り
。
然
し
て
余 

帰
安
の
呉

退
楼
の
蔵
巻
を
見
る
に
、
僅
か
に
「
呉
郡
」
二
字 

見
る
可
し
。

已
に
自
詡
し
て
宋
拓
と
為
す
。
此
の
本
「
東
海
」
二
字
、
弁
ず
可

し
。「
敷
」
下
の
「
垂
」
字
、
半
ば
を
存
す
。
又
た
宋
崇
寧
の
石

豫
、
元
祐
の
胡
宗
師
、
明
嘉
靖
の
耿
定
向
の
三
跋
完
全
た
り
。
其

の
明
季
の
拓
本
と
為
す
は
疑
ひ
無
し
。
此
の
石
を
攷
ふ
る
に
、
嘉

慶
十
年
に
燩も

ゆ
れ
ど
も
、
未
だ
燩
え
ざ
る
前
に
尚
ほ
翁
方
綱
、
孫

星
衍
、
瞿
中
溶
の
隷
書
題
名
有
り
。
余 

又
た
道
州
の
何
氏
の
蔵

す
る
一
翦
本
を
見
る
に
、
并
び
に
此
の
跋
（
マ
マ
）〔
刻
〕
有
り
。
嘉
慶
五

年
に
在
り
。
然
れ
ど
も
筆
道
細
痩
に
し
て
、
此
の
雄
健
な
る
に
及

ば
ざ
る
こ
と
多
し
。
況
ん
や
此
れ
整
紙
が
為
に
其
の
宝
と
す
可
き

を
や
。
豈
に
退
楼
の
蔵
巻
の
下
に
在
ら
ん
や
﹇
刻 

跋
の
誤
り
﹈。

光
緒
紀
元
六
月
、
杭
州
の
鄒
壽
祺 

観
て
并
び
に
記
す
。

呉
の
天
璽
石
刻
（「
天
発
神
讖
碑
」）
は
、
晋
や
宋
の
時
代
に
は
す

で
に
折
れ
て
三
段
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
故
世
間
で
は
三
段
碑
と

呼
ば
れ
て
長
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
第
一
段
目
「
東
海
侯
」
の
三

字
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
も
の
は
明
拓
で
あ
る
。
第
二
段
目
「
敷

垂
」
の
下
に
あ
る
「
億
載
」
の
二
字
が
、
判
別
で
き
る
も
の
は
宋
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許
枋
、
久
不
作
字
、
適
雪
後
酷
寒
、
案
促
不
能
展
幅
書
成
、
乃
左

右
識
行
、
媿
汚
名
迹
也
。

此
の
分
隷
や
、
金
石
家
相
ひ
伝
へ
て
皇
象
の
書
と
為
す
。『
呉
志
』

趙
達
伝
注
の
『
呉
録
』
に
引
く
所
を
以
て
之
を
証
す
る
に
、「
象

と
呉
範
・
趙
達
の
輩
と
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
並
び
偁
せ
ら
る
」

と
。
天
璽
の
年
に
至
り
て
は
、
当
に
百
齢
に
近
か
る
べ
く
、
恐

ら
く
は
晩
筆
も
亦
た
未
だ
此
に
及
ぶ
能
は
ざ
ら
ん
。
然
し
て
昔
人

象
の
書
を
称
す
る
に
、「
軆
は
篆
籀
を
兼
ね
、
宜
し
く
周
鼓
・
秦

石
の
次
に
居お

く
べ
し
」
と
。
此
の
体
格
を
観
る
に
、
又
た
疑
ふ
ら

く
は
之
に
近
か
ら
ん
。
要
ら
ず
其
の
書
法
奇
絶
に
し
て
、
即
ひ
象

に
名
を
借
り
ず
と
も
、
自
ら
千
古
に
足
ら
ん
。
郭
宗
昌
は
目
し
て

妖
と
為
し
、
朱
竹
垞
は
訾そ
し

り
て
拙
逼
と
為
せ
り
。
神
讖
の
妖
妄
書

法
、
妖
妄
な
ら
ざ
る
な
り
。『
呉
志
』
に
、「
孫
晧
（
マ
マ
）〔
皓
〕
の
天
璽

元
年
、
歴
陽
の
山
石
の
文
理
、
字
廿
と
成
り
、
又
た
陽
羨
山
に
石

文
の
瑞
有
り
」
と
載
す
。
蓋
し
晧
（
マ
マ
）〔
皓
〕
無
道
を
以
て
佞
を
好
む
。

群
下
矯
誣
貢
諛
し
、
符
瑞
競
ひ
て
作
る
。
此
の
神
讖
も
亦
た
天
璽

元
年
に
出
づ
。
当
時
此
れ
に
似
た
る
者
多
く
、
史 

勝
げ
て
載
せ

ざ
る
の
み
。
其
の
書
本
も
と
山
に
因
り
て
石
に
刻
し
、
其
の
石
圜

長
、
環
に
し
て
之
に
刻
す
。
碑
に
非
ざ
る
な
り
。
而
し
て
俗
に

「
天
発
神
讖
碑
」
と
呼
び
、
何
れ
の
時
に
石
断
じ
て
三
と
為
す
か

を
知
ら
ず
。
宋
人
は
取
り
て
諸
漕
使
の
署
に
寘お

き
、
明
人
は
迻う
つ

し

て
江
甯
県
学
尊
経
閣
の
下
に
置
く
。
国
朝
の
嘉
慶
十
年
の
秋
、
火

に
𤈦や

く
。
桐
城
の
姚
姬
伝
鼐
、
是
の
年
鍾
山
に
主
講
す
。
未
だ
𤈦

か
ざ
る
時
の
拓
本
有
り
、
具
に
其
の
詳
を
跋
し
、
且
つ
「
茲
の
後

の
拓
本
、
有
益
な
る
こ
と
易
か
ら
ず
、
深
く
之
を
惜
し
む
な
り
」

と
謂
ふ
。
余
に
宜
都
の
楊
氏
鉤
本
を
獲
た
る
有
り
、
頗
る
真
面
を

失
は
ず
。
然
し
て
拠
る
所
の
本
、
猶
ほ
此
の
拓
の
後
に
在
る
に
似

た
り
。
吾
が
郷
の
天
台
先
生
の
題
字
も
亦
た
未
だ
橅
入
せ
ず
。
此

の
拓 

大
興
の
劉
氏
蔵
す
る
所
と
為
る
。
劉
氏 

金
石
を
鑒
収
す
る

を
以
て
京
師
に
箸
名
な
り
。
往
歳
の
乱
も
て
百
に
一
も
存
せ
ざ
る

も
、
此
の
拓
猶
ほ
幸
ひ
に
し
て
魯
の
霛
光
と
為
す
。
余 

其
の
後

人
、
少
伯
別
駕
、
名
は
楨
に
従
ひ
、
観
る
を
獲
て
、
謹
ん
で
幀
尾

に
識
す
。
光
緒
廿
有
七
年
、
歳
は
辛
丑
に
在
る
冬
十
一
月
、
蘄
の

許
枋
、
久
し
く
字
を
作
ら
ず
、
適
た
ま
雪
後
酷
寒
に
し
て
、
促
や

か
に
幅
を
展
げ
書
成
す
こ
と
能
は
ざ
る
に
案よ

り
て
、
乃
ち
左
右
行

を
織し
る

し
、
名
迹
を
汚
す
を
媿
づ
る
な
り
。

こ
の
分
隷
（
八
分
）
は
、
金
石
家
が
み
な
伝
え
て
皇
象
の
書
と
見

な
し
て
い
る
。『
呉
志
』
趙
達
伝
注
の
『
呉
録
』
の
引
用
に
よ
っ

て
こ
の
こ
と
を
論
証
す
る
と
、「
皇
象
と
呉
範
・
趙
達
の
輩
は
、

同
じ
時
期
に
称
賛
さ
れ
た
」
と
。
天
璽
の
年
（
元
年
、
二
七
六
）
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に
な
る
と
、（
皇
象
は
）
当
然
百
歳
に
近
い
は
ず
で
あ
り
、
た
ぶ

ん
晩
年
の
筆
跡
も
ま
た
こ
の
水
準
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
昔
の
人
は
皇
象
の
書
を
、「
書
体
は
篆
書
と
籀
文

を
兼
ね
備
え
、
石
鼓
と
秦
石
（
泰
山
刻
石
な
ど
を
指
す
か
）
の
次

に
位
置
づ
け
る
の
が
よ
い
」
と
褒
め
て
い
る
。
そ
の
風
格
を
見
る

と
、
ま
た
た
ぶ
ん
こ
の
見
解
に
近
い
だ
ろ
う
。
そ
の
書
法
は
優
れ

て
お
り
、
も
し
皇
象
の
名
を
借
り
な
く
て
も
、
き
っ
と
自
然
と
遠

い
後
生
に
ま
で
充
分
に
そ
の
名
が
残
る
で
あ
ろ
う
。
郭
宗
昌
（
？

―
一
六
五
二
）
は
（
そ
の
書
を
）
あ
や
し
い
と
捉
え
、朱
彝
尊
（
竹

垞
、
一
六
二
九
―
一
七
〇
九
）
は
つ
た
な
い
と
批
難
し
た
。
神
讖

（「
天
発
神
讖
碑
」）
の
妖
妄
（
あ
や
し
く
て
で
た
ら
め
な
）
書
法

は
、（
実
は
）
妖
妄
で
は
な
い
の
で
あ
る
。『
呉
志
』
に
、「
孫
皓

の
天
璽
元
年
、
歴
陽
（
現
在
の
安
徽
省
馬
鞍
山
市
和
県
）
の
山
中

の
石
の
筋
目
が
、
二
〇
の
文
字
と
な
り
、
ま
た
陽
羨
山
（
現
在
の

江
蘇
省
宜
興
市
）
で
石
に
出
現
し
た
文
様
の
瑞
祥
が
あ
っ
た
」
と

載
せ
る
。
思
う
に
孫
皓
は
悪
道
に
よ
っ
て
佞ね
い

臣し
ん

（
へ
つ
ら
う
臣

下
）
を
好
ん
だ
。
多
く
の
臣
下
は
事
実
を
曲
げ
て
媚
び
へ
つ
ら

い
、
瑞
祥
を
競
っ
て
作
っ
た
。
こ
の
「
神
讖
」（「
天
発
神
讖
碑
」）

も
ま
た
天
璽
元
年
（
二
七
六
）
に
作
ら
れ
た
。
当
時
こ
の
碑
に
似

た
も
の
は
多
く
、
史
書
は
す
べ
て
を
載
せ
て
い
な
い
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
書
は
も
と
も
と
山
に
連
ね
た
石
に
刻
し
、
そ
の
石
は
円

く
長
く
、
環
状
に
し
て
刻
し
た
。
よ
っ
て
碑
（
の
形
状
）
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
俗
に
「
天
発
神
讖
碑
」
と
呼
び
、
い
つ
石
が
断
裂

し
て
三
段
に
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
宋
人
は
転
運
使
の
役

所
に
設
置
し
、
明
人
は
江
寧
（
現
在
の
江
蘇
省
南
京
市
江
寧
区
）

県
学
の
尊
経
閣
の
も
と
に
移
動
し
て
置
い
た
。
国
朝
（
清
）
の
嘉

慶
十
年
（
一
八
〇
五
）
の
秋
、（
こ
の
碑
は
）
火
に
焼
け
た
。
桐

城
の
姚
鼐
（
姫
伝
、
一
七
三
一
―
一
八
一
五
）
は
、
こ
の
年
鍾
山

（
現
在
の
江
蘇
省
南
京
市
）
に
主
講
し
た
。
未
焼
時
の
拓
本
が
あ

り
、
詳
細
な
跋
文
を
書
き
、
さ
ら
に
「
火
に
焼
け
た
後
の
拓
本
は
、

役
に
立
つ
も
の
を
入
手
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
の
拓
本
を

非
常
に
大
切
に
す
る
の
で
あ
る
。」
と
言
っ
た
。
私
の
手
許
に
は

宜
都
の
楊
氏
（
守
敬
、
一
八
三
九
―
一
九
一
五
）
の
双
鉤
本
（
文

字
を
か
ご
う
つ
し
に
し
た
も
の
）
を
得
た
も
の
が
あ
り
、（
そ
れ

は
）
少
し
も
本
来
の
姿
を
失
っ
て
い
な
い
。（
楊
が
）
依
拠
し
た

拓
本
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
拓
本
の
後
に
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
よ

う
だ
。
吾
が
故
郷
の
天
台
先
生
（
耿
定
向
）
の
題
字
も
ま
た
模
写

し
て
加
え
て
い
な
い
。
こ
の
拓
本
は
大
興
の
劉
氏
（
劉
銓
福
）
が

所
蔵
す
る
も
の
で
あ
る
。
劉
氏
は
金
石
を
賞
鑒
・
収
蔵
す
る
こ
と

で
京
師
（
北
京
）
で
は
著
名
で
あ
る
。
前
年
の
動
乱
（
義
和
団
事

件
）
で
収
蔵
品
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の

拓
本
は
幸
い
に
も
残
っ
た
。
私
は
銓
福
の
後
人
、
少
伯
別
駕
、
名
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許
枋
、
久
不
作
字
、
適
雪
後
酷
寒
、
案
促
不
能
展
幅
書
成
、
乃
左

右
識
行
、
媿
汚
名
迹
也
。

此
の
分
隷
や
、
金
石
家
相
ひ
伝
へ
て
皇
象
の
書
と
為
す
。『
呉
志
』

趙
達
伝
注
の
『
呉
録
』
に
引
く
所
を
以
て
之
を
証
す
る
に
、「
象

と
呉
範
・
趙
達
の
輩
と
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
並
び
偁
せ
ら
る
」

と
。
天
璽
の
年
に
至
り
て
は
、
当
に
百
齢
に
近
か
る
べ
く
、
恐

ら
く
は
晩
筆
も
亦
た
未
だ
此
に
及
ぶ
能
は
ざ
ら
ん
。
然
し
て
昔
人

象
の
書
を
称
す
る
に
、「
軆
は
篆
籀
を
兼
ね
、
宜
し
く
周
鼓
・
秦

石
の
次
に
居お

く
べ
し
」
と
。
此
の
体
格
を
観
る
に
、
又
た
疑
ふ
ら

く
は
之
に
近
か
ら
ん
。
要
ら
ず
其
の
書
法
奇
絶
に
し
て
、
即
ひ
象

に
名
を
借
り
ず
と
も
、
自
ら
千
古
に
足
ら
ん
。
郭
宗
昌
は
目
し
て

妖
と
為
し
、
朱
竹
垞
は
訾そ
し

り
て
拙
逼
と
為
せ
り
。
神
讖
の
妖
妄
書

法
、
妖
妄
な
ら
ざ
る
な
り
。『
呉
志
』
に
、「
孫
晧
（
マ
マ
）〔
皓
〕
の
天
璽

元
年
、
歴
陽
の
山
石
の
文
理
、
字
廿
と
成
り
、
又
た
陽
羨
山
に
石

文
の
瑞
有
り
」
と
載
す
。
蓋
し
晧
（
マ
マ
）〔

皓
〕
無
道
を
以
て
佞
を
好
む
。

群
下
矯
誣
貢
諛
し
、
符
瑞
競
ひ
て
作
る
。
此
の
神
讖
も
亦
た
天
璽

元
年
に
出
づ
。
当
時
此
れ
に
似
た
る
者
多
く
、
史 

勝
げ
て
載
せ

ざ
る
の
み
。
其
の
書
本
も
と
山
に
因
り
て
石
に
刻
し
、
其
の
石
圜

長
、
環
に
し
て
之
に
刻
す
。
碑
に
非
ざ
る
な
り
。
而
し
て
俗
に

「
天
発
神
讖
碑
」
と
呼
び
、
何
れ
の
時
に
石
断
じ
て
三
と
為
す
か

を
知
ら
ず
。
宋
人
は
取
り
て
諸
漕
使
の
署
に
寘お

き
、
明
人
は
迻う
つ

し

て
江
甯
県
学
尊
経
閣
の
下
に
置
く
。
国
朝
の
嘉
慶
十
年
の
秋
、
火

に
𤈦や

く
。
桐
城
の
姚
姬
伝
鼐
、
是
の
年
鍾
山
に
主
講
す
。
未
だ
𤈦

か
ざ
る
時
の
拓
本
有
り
、
具
に
其
の
詳
を
跋
し
、
且
つ
「
茲
の
後

の
拓
本
、
有
益
な
る
こ
と
易
か
ら
ず
、
深
く
之
を
惜
し
む
な
り
」

と
謂
ふ
。
余
に
宜
都
の
楊
氏
鉤
本
を
獲
た
る
有
り
、
頗
る
真
面
を

失
は
ず
。
然
し
て
拠
る
所
の
本
、
猶
ほ
此
の
拓
の
後
に
在
る
に
似

た
り
。
吾
が
郷
の
天
台
先
生
の
題
字
も
亦
た
未
だ
橅
入
せ
ず
。
此

の
拓 

大
興
の
劉
氏
蔵
す
る
所
と
為
る
。
劉
氏 

金
石
を
鑒
収
す
る

を
以
て
京
師
に
箸
名
な
り
。
往
歳
の
乱
も
て
百
に
一
も
存
せ
ざ
る

も
、
此
の
拓
猶
ほ
幸
ひ
に
し
て
魯
の
霛
光
と
為
す
。
余 

其
の
後

人
、
少
伯
別
駕
、
名
は
楨
に
従
ひ
、
観
る
を
獲
て
、
謹
ん
で
幀
尾

に
識
す
。
光
緒
廿
有
七
年
、
歳
は
辛
丑
に
在
る
冬
十
一
月
、
蘄
の

許
枋
、
久
し
く
字
を
作
ら
ず
、
適
た
ま
雪
後
酷
寒
に
し
て
、
促
や

か
に
幅
を
展
げ
書
成
す
こ
と
能
は
ざ
る
に
案よ

り
て
、
乃
ち
左
右
行

を
織し
る

し
、
名
迹
を
汚
す
を
媿
づ
る
な
り
。

こ
の
分
隷
（
八
分
）
は
、
金
石
家
が
み
な
伝
え
て
皇
象
の
書
と
見

な
し
て
い
る
。『
呉
志
』
趙
達
伝
注
の
『
呉
録
』
の
引
用
に
よ
っ

て
こ
の
こ
と
を
論
証
す
る
と
、「
皇
象
と
呉
範
・
趙
達
の
輩
は
、

同
じ
時
期
に
称
賛
さ
れ
た
」
と
。
天
璽
の
年
（
元
年
、
二
七
六
）

─ 79 ─



─ 81 ─

は
楨
に
従
っ
て
、（
こ
の
拓
本
を
）
観
る
こ
と
を
得
て
、
謹
ん
で

幀
尾
に
（
跋
文
を
）
記
し
た
。
光
緒
二
七
年
（
一
九
〇
一
）、
歳

は
辛
丑
に
あ
る
冬
一
一
月
、蘄き

（
現
在
の
湖
北
省
黄
岡
市
蘄
春
県
）

の
許
枋
、
久
し
く
書
を
認
め
ず
、
た
ま
た
ま
雪
が
降
っ
た
後
で
ひ

ど
く
寒
く
、
す
み
や
か
に
軸
を
ひ
ろ
げ
て
書
（
跋
文
）
を
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
勝
手
気
儘
に
行
を

記
し
、
こ
の
名
跡
を
汚
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
恥
じ
入
る
の
で
あ

る
。

楊
逸
光
緒
二
八
年
（
一
九
〇
二
）
題
記
（
図
14
）

呉
天
発
神
讖
碑
精
拓

壬
寅
九
秋
、
上
海
楊
逸
獲
観
并
題
於
无
悶
斎
。

呉
天
発
神
讖
碑
精
拓

壬
寅
の
九
秋
、
上
海
の
楊
逸
観
る
を
獲
て
并
び
に
无
門
斎
に
題
す
。

壬
寅
（
一
九
〇
二
）
の
秋
の
九
十
日
間
、
上
海
の
楊
逸
は
（
こ
の

拓
本
を
）
観
る
機
会
を
得
て
、
无
悶
斎
で
題
を
書
い
た
。

王
瓘
光
緒
三
一
年
（
一
九
〇
五
）
観
記
（
図
15
）

「
天
璽
刻
石
」、
自
是
古
今
天
下
、
有
一
無
二
之
妙
跡
。
目
為
字
妖（
39
）、

不
知
書
者
之
言
也
。
又
必
指
定
為
皇
象
、
為
蘇
建
亦
鑿
矣
哉（
40
）。

更

有
訿
議
。
孫
皓
侈
言
符
瑞
、
臣
下
献
諛
。
辠
及
書
碑
之
人
。
此

輩
、
奚
必
与
談
古
碑
。
光
緒
三
十
一
年
中
秋
前
一
日
、
銅
梁
王
瓘

観
幷
識
。

「
天
璽
刻
石
」、
自
ら
是
れ
古
今
天
下
、
有
一
無
二
の
妙
跡
な
り
。

目
し
て
字
を
妖
と
為
す
は
、
書
を
知
ら
ざ
る
者
の
言
な
り
。
又
た

必
ず
指
定
し
て
皇
象
と
為
し
、
蘇
建
と
為
す
も
亦
た
鑿う
が

つ
か
な
。

更
に
訿
議
有
り
。
孫
皓
は
符
瑞
を
侈
言
し
、
臣
下
は
諛
を
献
ず
。

辠そ
し

る
に
碑
を
書
す
る
の
人
に
及
ぶ
。
此
の
輩
、
奚な
ん

ぞ
必
ず
し
も
与と
も

に
古
碑
を
談
ぜ
ん
。
光
緒
三
十
一
年
中
秋
の
前
一
日
、
銅
梁
の
王

瓘
観
て
幷
び
に
識
す
。

「
天
璽
刻
石
」（「
天
発
神
讖
碑
」）
は
、
自
ら
昔
か
ら
現
在
に
到
る

ま
で
こ
の
中
国
で
唯
一
無
二
の
優
れ
た
筆
跡
で
あ
る
。（
そ
の
）

文
字
を
妖
（
あ
や
し
い
）
と
見
な
す
の
は
、
書
を
知
ら
な
い
者
の

言
で
あ
る
。
ま
た
（
こ
の
碑
を
書
丹
し
た
者
を
）
確
か
に
皇
象
と

定
め
、
蘇
建
と
見
な
す
の
も
ま
た
憶
測
で
し
か
な
い
な
あ
。
そ
の

上
非
難
し
て
議
論
す
る
も
の
が
い
る
。
孫
皓
は
符
瑞
（
が
出
た
こ

と
）
を
大
言
壮
語
し
、
臣
下
は
（
孫
皓
に
）
こ
び
へ
つ
ら
う
言
葉
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を
献
上
し
た
。（
そ
の
た
め
に
）
碑
を
書
丹
し
た
人
に
ま
で
非
難

が
及
ん
で
い
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
（
碑
を
非
難
す
る
）
輩

と
と
も
に
古
碑
を
語
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
（
い
や
、
そ
の
必
要
は

な
い
）。
光
緒
三
十
一
年
（
一
九
〇
五
）
中
秋
の
前
日
、
銅
梁
の

王
瓘
が
（
こ
の
拓
本
を
）
観
て
あ
わ
せ
て
（
観
記
を
）
記
し
た
。

羅
振
玉
宣
統
元
年
（
一
九
〇
九
）
観
記
（
図
16
）

此
石
既
燬
。
阮
文
達
公
、
重
橅
以
伝
世（
41
）。

蓋
当
時
墨
本
、
已
難
得

矣
。
此
本
整
紙
、
未
経
割
截
、
甚
可
宝
貴
。
予
所
蔵
有
宋
拓
本（
42
）、

「
敷
垂
」
下
「
億
載
」
二
字
、
可
弁
。
然
已
経
割
截
、
甚
為
可
憾
。

〔
四
字
欠
損
〕
本
之
完
足
也
。
宣
統
紀
元
四
月
、
上
虞
羅
振
玉
観

並
記
。

此
の
石
既
に
燬や

く
。
阮
文
達
公
、
重
橅
し
て
以
て
世
に
伝
ふ
。
蓋

し
当
時
の
墨
本
、
已
に
得
る
こ
と
難
し
。
此
の
本
整
紙
に
し
て
、

未
だ
割
截
す
る
を
経
ず
、
甚
だ
宝
貴
と
す
可
し
。
予 

蔵
す
る
所

に
宋
拓
本
有
り
、「
敷
垂
」
下
の
「
億
載
」
二
字
、
弁
ず
可
し
。

然
る
に
已
に
割
截
す
る
を
経
た
り
、
甚
だ
為
に
憾
む
可
し
。〔
四

字
欠
損
〕
本
の
完
足
な
り
。
宣
統
紀
元
四
月
、
上
虞
の
羅
振
玉
観

て
並
び
に
記
す
。

こ
の
（
碑
の
）
石
は
す
で
に
焼
け
て
い
る
。
阮
文
達
公
（
元
、

一
七
六
四
―
一
八
四
九
）
が
重
刻
し
て
後
世
に
伝
え
た
。
思
う
に

当
時
の
拓
本
は
、
す
で
に
入
手
が
難
し
い
。
こ
の
拓
本
は
整
本
で

あ
り
、（
剪
装
本
に
す
る
た
め
に
）
裁
断
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
常

に
珍
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
（
羅
振
玉
）
の
所
蔵
に
宋

拓
本
が
あ
り
、「
敷
垂
」
の
下
の
「
億
載
」
二
字
は
、
判
読
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
す
で
に
（
拓
本
は
）
裁
断
さ
れ
て
お

り
、
非
常
に
心
残
り
で
あ
る
。〔
四
字
欠
損
〕
本
の
完
全
な
も
の

で
あ
る
。
宣
統
紀
元
（
一
九
〇
九
）
四
月
、上
虞
の
羅
振
玉
は
（
こ

の
拓
本
）
を
観
て
あ
わ
せ
て
（
観
記
を
）
記
し
た
。

何
維
樸
民
国
八
年
（
一
九
一
九
）
観
記（
43
）

己
未
五
月
五
日
、
道
州
何
維
樸
獲
観
此
拓
。
極
旧
而
精
、
神
采
蔚

然
。
信
為
瑰
珤
矣
。

己
未
五
月
五
日
、
道
州
の
何
維
樸 

此
の
拓
を
観
る
を
獲
た
り
。

極
め
て
旧
く
し
て
精
に
し
て
、神
采
蔚
然
た
り
。
信
に
瑰
珤
（
宝
）

と
為
せ
り
。

己
未
（
一
九
一
九
）
五
月
五
日
、
道
州
の
何
維
樸
は
こ
の
拓
を
観
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は
楨
に
従
っ
て
、（
こ
の
拓
本
を
）
観
る
こ
と
を
得
て
、
謹
ん
で

幀
尾
に
（
跋
文
を
）
記
し
た
。
光
緒
二
七
年
（
一
九
〇
一
）、
歳

は
辛
丑
に
あ
る
冬
一
一
月
、蘄き

（
現
在
の
湖
北
省
黄
岡
市
蘄
春
県
）

の
許
枋
、
久
し
く
書
を
認
め
ず
、
た
ま
た
ま
雪
が
降
っ
た
後
で
ひ

ど
く
寒
く
、
す
み
や
か
に
軸
を
ひ
ろ
げ
て
書
（
跋
文
）
を
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
勝
手
気
儘
に
行
を

記
し
、
こ
の
名
跡
を
汚
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
恥
じ
入
る
の
で
あ

る
。

楊
逸
光
緒
二
八
年
（
一
九
〇
二
）
題
記
（
図
14
）

呉
天
発
神
讖
碑
精
拓

壬
寅
九
秋
、
上
海
楊
逸
獲
観
并
題
於
无
悶
斎
。

呉
天
発
神
讖
碑
精
拓

壬
寅
の
九
秋
、
上
海
の
楊
逸
観
る
を
獲
て
并
び
に
无
門
斎
に
題
す
。

壬
寅
（
一
九
〇
二
）
の
秋
の
九
十
日
間
、
上
海
の
楊
逸
は
（
こ
の

拓
本
を
）
観
る
機
会
を
得
て
、
无
悶
斎
で
題
を
書
い
た
。

王
瓘
光
緒
三
一
年
（
一
九
〇
五
）
観
記
（
図
15
）

「
天
璽
刻
石
」、
自
是
古
今
天
下
、
有
一
無
二
之
妙
跡
。
目
為
字
妖（
39
）、

不
知
書
者
之
言
也
。
又
必
指
定
為
皇
象
、
為
蘇
建
亦
鑿
矣
哉（
40
）。

更

有
訿
議
。
孫
皓
侈
言
符
瑞
、
臣
下
献
諛
。
辠
及
書
碑
之
人
。
此

輩
、
奚
必
与
談
古
碑
。
光
緒
三
十
一
年
中
秋
前
一
日
、
銅
梁
王
瓘

観
幷
識
。

「
天
璽
刻
石
」、
自
ら
是
れ
古
今
天
下
、
有
一
無
二
の
妙
跡
な
り
。

目
し
て
字
を
妖
と
為
す
は
、
書
を
知
ら
ざ
る
者
の
言
な
り
。
又
た

必
ず
指
定
し
て
皇
象
と
為
し
、
蘇
建
と
為
す
も
亦
た
鑿う
が

つ
か
な
。

更
に
訿
議
有
り
。
孫
皓
は
符
瑞
を
侈
言
し
、
臣
下
は
諛
を
献
ず
。

辠そ
し

る
に
碑
を
書
す
る
の
人
に
及
ぶ
。
此
の
輩
、
奚な
ん

ぞ
必
ず
し
も
与と
も

に
古
碑
を
談
ぜ
ん
。
光
緒
三
十
一
年
中
秋
の
前
一
日
、
銅
梁
の
王

瓘
観
て
幷
び
に
識
す
。

「
天
璽
刻
石
」（「
天
発
神
讖
碑
」）
は
、
自
ら
昔
か
ら
現
在
に
到
る

ま
で
こ
の
中
国
で
唯
一
無
二
の
優
れ
た
筆
跡
で
あ
る
。（
そ
の
）

文
字
を
妖
（
あ
や
し
い
）
と
見
な
す
の
は
、
書
を
知
ら
な
い
者
の

言
で
あ
る
。
ま
た
（
こ
の
碑
を
書
丹
し
た
者
を
）
確
か
に
皇
象
と

定
め
、
蘇
建
と
見
な
す
の
も
ま
た
憶
測
で
し
か
な
い
な
あ
。
そ
の

上
非
難
し
て
議
論
す
る
も
の
が
い
る
。
孫
皓
は
符
瑞
（
が
出
た
こ

と
）
を
大
言
壮
語
し
、
臣
下
は
（
孫
皓
に
）
こ
び
へ
つ
ら
う
言
葉
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る
機
会
を
得
た
。（
こ
の
拓
本
は
）
極
め
て
古
い
精
拓
で
、
非
常

に
鮮
や
か
で
あ
る
。
疑
い
難
く
珍
し
い
宝
と
見
な
せ
る
。

【
注
】

（
１
） 

西
林
昭
一
『
書
の
文
化
史
』
上
（
二
玄
社
、
一
九
九
一
、

二
四
七
頁
）
参
照
。

（
２
） 

伊
藤
伸
「
宋
拓
天
発
神
讖
碑
」（『
書
品
』
第
二
三
五
号
、

一
九
七
三
、二
―
五
頁
）
参
照
。
鄧
完
白
や
呉
熙
載
の
受

容
に
関
し
て
は
す
で
に
伏
見
冲
敬
「
呉 

天
発
神
讖
碑
」

（『
書
跡
名
品
叢
刊
』
一
二
、
一
九
五
九
、
四
六
―
四
七

頁
）
に
見
え
る
。

（
３
） 

『
呉
譲
之
臨
天
発
神
讖
碑
』（
清
雅
堂
、
一
九
五
八
）、
遠
藤

昌
弘
『
も
っ
と
知
り
た
い
『
臨
書
』
の
世
界
』（
匠
出
版
、

二
〇
一
八
、
一
三
〇
―
一
三
一
、
一
五
六
―
一
五
七
、

一
七
八
―
一
七
九
頁
）
参
照
。

（
４
） 

本
文
掲
載
の
⑪
方
若
原
著
・
王
壮
弘
増
補
「
天
発
神
讖
文
」

（
同
『
増
補
校
碑
随
筆
』
所
収
）
に
、
重
刻
本
と
し
て
、

江
寧
本
、
北
京
林
氏
摹
黄
泥
牆
本
、
嘉
慶
十
四
年
阮
元
摹

刻
本
、
道
光
二
〇
年
張
容
園
重
刻
本
、
咸
豊
十
年
兪
麟
士

重
刻
本
、
光
緒
三
三
年
端
方
命
姚
景
綬
摹
刻
本
、
北
京
重

刻
本
の
七
種
類
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
５
） 

本
書
は
図
版
に
よ
っ
て
「
明
初
」「
明
末
」「
清
初
」「
乾
隆
」

と
文
字
欠
損
の
程
度
に
よ
る
時
期
区
分
を
行
う
。
し
か

し
、
図
版
を
載
せ
る
だ
け
で
見
出
し
字
も
つ
け
ず
、
文
字

が
何
段
目
の
何
字
目
に
該
当
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
さ

ら
に
解
説
も
つ
け
ず
、
採
録
し
た
拓
本
の
出
典
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
書
を
時
期
区
分
の
分
析
に
は
採
用
し
な

か
っ
た
。

（
６
） 

鄒
壽
祺
に
つ
い
て
は
、
陳
玉
堂
編
著
『
中
国
近
現
代
人

物
名
号
大
辞
典
（
全
編
増
訂
本
）』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
五
、
五
三
三
頁
）、
兪
剣
華
編
『
中
国
美
術
家
人

名
辞
典
』
修
訂
本
第
一
四
次
印
刷
（
上
海
人
民
美
術
出
版

社
、
二
〇
〇
六
、
一
二
四
五
頁
）
に
よ
る
。

（
７
） 

伊
藤
滋
（
木
雞
室
）「
安
思
遠
旧
蔵
善
本
碑
帖
過
眼
記
」

（『
墨
』
二
〇
一
九 

一
・
二
月
号
（
通
巻
二
五
六
号
）

〔
一
〇
六
―
一
〇
九
頁
〕
所
収
）
に
よ
る
。

（
８
） 

『
激
素
飛
清
閣
評
碑
記
』
巻
二
は
、
陳
上
岷
整
理
『
楊
守

敬
平
碑
評
帖
記
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
、
四
五
頁
）

に
よ
る
。

（
９
） 
陳
上
岷
「
後
記
」（
前
掲
注
（
８
）『
楊
守
敬
平
碑
評
帖

記
』、
一
四
一
―
一
四
五
頁
）
に
、「
…
…
拠
楊
氏
『
自
述
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年
譜
』
及
「
二
記
」
序
言
、
均
載
「
二
記
」
先
後
脱
稿
於

一
八
六
七
・
一
八
六
八
年
、
而
這
幾
段
記
述
文
字
中
、
有

両
段
明
明
所
記
一
八
七
一
年
事
、
故
可
以
断
言
、
這
些
記

述
是
楊
氏
脱
稿
以
後
、
過
了
若
干
年
又
補
添
上
去
的
。」

（
一
四
三
頁
）
と
あ
る
。
な
お
、
楊
守
敬
『
壬
癸
金
石
跋
』

（
光
緒
三
三
年
〔
一
九
〇
七
〕
自
序
）
に
は
、「
跋
劉
聚
卿

〔
世
珩
〕
所
蔵
旧
拓
天
発
神
讖
碑
」
が
見
え
る
。

（
10
） 

曹
旭
校
点
『
東
洲
草
堂
詩
集
』（
底
本
は
同
治
六
年
丁
卯

刊
長
沙
無
園
家
刻
本
、
上
海
古
籍
出
版
社
他
、
二
〇
〇
六
）

に
よ
る
。

（
11
） 

劉
位
坦
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
６
）『
中
国
近
現
代
人

物
名
号
大
辞
典
（
全
編
増
訂
本
）』（
二
六
八
―
二
六
九
頁
）

参
照
。

（
12
） 

梁
戦
・
郭
群
一
編
著
『
歴
代
蔵
書
家
辞
典
』（
陝
西
人
民

出
版
社
、
一
九
九
一
、
一
一
八
頁
）
に
よ
る
。

（
13
） 

『
蔵
書
紀
事
詩
（
附
補
正
）
葉
昌
熾
著 

辛
亥
以
来
蔵
書
紀

事
詩
（
附
校
補
）
倫
明
著
』（
底
本
は
七
巻
本
、
上
海
古

籍
出
版
社
、
一
九
九
九
）
に
よ
る
。

（
14
） 

楊
逸
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
６
）『
中
国
近
現
代
人
物

名
号
大
辞
典
（
全
編
増
訂
本
）』（
三
八
三
頁
）、
菅
野
智

明
「
豫
園
書
画
善
会
と
海
上
題
襟
館
金
石
書
画
会
：
清
末

上
海
に
お
け
る
書
画
社
団
の
分
立
と
共
存
」（『
芸
術
研
究

報
』
三
九
、
二
〇
一
八
、一
―
九
頁
）
に
よ
る
。

（
15
） 

王
瓘
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
６
）『
中
国
近
現
代
人
物

名
号
大
辞
典
（
全
編
増
訂
本
）』（
八
九
頁
）
に
よ
る
。
伏

見
冲
敬
「
四
人
の
金
石
家
」（『
書
道
史
点
描
』〔
二
玄
社
、

一
九
七
九
、
二
五
八
―
二
六
一
頁
〕
所
収
）
参
照
。

（
16
） 

関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
編
『
中
国
書
画
探

訪 

関
西
収
蔵
家
と
そ
の
名
品
』（
二
玄
社
、
二
〇
一
一
、

一
八
頁
）
に
よ
る
。

（
17
） 

何
維
樸
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
６
）『
中
国
近
現
代
人

物
名
号
大
辞
典
（
全
編
増
訂
本
）』（
五
一
九
頁
）
に
よ
る
。

（
18
） 

家
蔵
の
『
宋
拓
道
因
法
師
碑
』（
有
正
書
局
、
一
九
一
九
）

は
昭
和
公
司
に
よ
り
輸
入
さ
れ
た
一
書
で
あ
り
、
奥
付
部

分
に
昭
和
公
司
の
付
箋
（
縦
六
・
六
セ
ン
チ
×
横
二
・
八

セ
ン
チ
）
が
貼
付
さ
れ
、「
大
阪
市
住
吉
区
阿
倍
野
筋
一

丁
目
／
支
那
法
帖
画
冊
類/
一
手
直
輸
入
販
売
／
昭
和
公

司
／
電
話
戎
三
二
〇
八
番
／
振
替
大
阪
七
二
〇
二
〇
番
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
19
） 
本
文
掲
載
の
⑨
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
大
阪
市
立
美
術
館

所
蔵
作
品
選
』（
一
三
頁
）
参
照
。

（
20
） 

「
専
祖
斎
」
の
斎
号
は
大
興
劉
氏
の
も
の
で
あ
り
、
劉
銓
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る
機
会
を
得
た
。（
こ
の
拓
本
は
）
極
め
て
古
い
精
拓
で
、
非
常

に
鮮
や
か
で
あ
る
。
疑
い
難
く
珍
し
い
宝
と
見
な
せ
る
。

【
注
】

（
１
） 

西
林
昭
一
『
書
の
文
化
史
』
上
（
二
玄
社
、
一
九
九
一
、

二
四
七
頁
）
参
照
。

（
２
） 

伊
藤
伸
「
宋
拓
天
発
神
讖
碑
」（『
書
品
』
第
二
三
五
号
、

一
九
七
三
、二
―
五
頁
）
参
照
。
鄧
完
白
や
呉
熙
載
の
受

容
に
関
し
て
は
す
で
に
伏
見
冲
敬
「
呉 

天
発
神
讖
碑
」

（『
書
跡
名
品
叢
刊
』
一
二
、
一
九
五
九
、
四
六
―
四
七

頁
）
に
見
え
る
。

（
３
） 

『
呉
譲
之
臨
天
発
神
讖
碑
』（
清
雅
堂
、
一
九
五
八
）、
遠
藤

昌
弘
『
も
っ
と
知
り
た
い
『
臨
書
』
の
世
界
』（
匠
出
版
、

二
〇
一
八
、
一
三
〇
―
一
三
一
、
一
五
六
―
一
五
七
、

一
七
八
―
一
七
九
頁
）
参
照
。

（
４
） 

本
文
掲
載
の
⑪
方
若
原
著
・
王
壮
弘
増
補
「
天
発
神
讖
文
」

（
同
『
増
補
校
碑
随
筆
』
所
収
）
に
、
重
刻
本
と
し
て
、

江
寧
本
、
北
京
林
氏
摹
黄
泥
牆
本
、
嘉
慶
十
四
年
阮
元
摹

刻
本
、
道
光
二
〇
年
張
容
園
重
刻
本
、
咸
豊
十
年
兪
麟
士

重
刻
本
、
光
緒
三
三
年
端
方
命
姚
景
綬
摹
刻
本
、
北
京
重

刻
本
の
七
種
類
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
５
） 

本
書
は
図
版
に
よ
っ
て
「
明
初
」「
明
末
」「
清
初
」「
乾
隆
」

と
文
字
欠
損
の
程
度
に
よ
る
時
期
区
分
を
行
う
。
し
か

し
、
図
版
を
載
せ
る
だ
け
で
見
出
し
字
も
つ
け
ず
、
文
字

が
何
段
目
の
何
字
目
に
該
当
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
さ

ら
に
解
説
も
つ
け
ず
、
採
録
し
た
拓
本
の
出
典
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
書
を
時
期
区
分
の
分
析
に
は
採
用
し
な

か
っ
た
。

（
６
） 

鄒
壽
祺
に
つ
い
て
は
、
陳
玉
堂
編
著
『
中
国
近
現
代
人

物
名
号
大
辞
典
（
全
編
増
訂
本
）』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
五
、
五
三
三
頁
）、
兪
剣
華
編
『
中
国
美
術
家
人

名
辞
典
』
修
訂
本
第
一
四
次
印
刷
（
上
海
人
民
美
術
出
版

社
、
二
〇
〇
六
、
一
二
四
五
頁
）
に
よ
る
。

（
７
） 

伊
藤
滋
（
木
雞
室
）「
安
思
遠
旧
蔵
善
本
碑
帖
過
眼
記
」

（『
墨
』
二
〇
一
九 

一
・
二
月
号
（
通
巻
二
五
六
号
）

〔
一
〇
六
―
一
〇
九
頁
〕
所
収
）
に
よ
る
。

（
８
） 

『
激
素
飛
清
閣
評
碑
記
』
巻
二
は
、
陳
上
岷
整
理
『
楊
守

敬
平
碑
評
帖
記
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
、
四
五
頁
）

に
よ
る
。

（
９
） 

陳
上
岷
「
後
記
」（
前
掲
注
（
８
）『
楊
守
敬
平
碑
評
帖

記
』、
一
四
一
―
一
四
五
頁
）
に
、「
…
…
拠
楊
氏
『
自
述
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福
の
父
の
位
坦
の
時
期
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
こ
の
印
章
は
位
坦
の
印
章
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
便
宜
的
に
銓
福
の
印
と
し
て
お
い
た
。
今
後
の
検
討

と
し
た
い
。

（
21
） 

「
月
川
肧
得
」（
朱
文
方
印
）
は
「
月
川
肧は
じ

め
て
得
た
り
。」

と
解
す
る
と
収
蔵
印
と
判
断
で
き
る
。
大
興
趙
氏
と
の
関

連
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
判
断
を
留
保
し
た
い
。

（
22
） 

呉
退
楼
は
呉
雲
を
指
す
。
前
掲
注
（
６
）『
中
国
近
現
代

人
物
名
号
大
辞
典
（
全
編
増
訂
本
）』（
三
五
〇
頁
）
に
よ

る
と
、
浙
江
帰
安
（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
）
の
人
。
字

は
少
青
、
ま
た
は
少
甫
。
号
は
平
斎
、
更
に
晩
号
は
退
楼
。

書
や
印
を
善
く
し
た
と
い
う
。
著
作
に
『
両
罍
軒
鐘
鼎
彝

器
図
釈
』、『
古
官
私
印
考
』、『
華
山
碑
考
』、『
両
罍
軒
尺

牘
』
等
が
あ
る
と
い
う
。
呉
の
拓
本
に
は
「
呉
郡
」
の
二

字
が
僅
か
に
見
え
る
と
あ
る
が
、
張
彦
生
著
『
善
本
碑
帖

録
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
、
四
六
頁
）
に
、「
又
現
存

最
旧
宋
拓
本
、
在
故
宮
博
物
院
蔵
。
有
印
本
。
／
見
故
宮

蔵
羅
振
玉
旧
蔵
本
、
…
…
中
段
末
呉
郡
二
字
呉
稍
損
、
郡

字
完
好
、
其
他
少
損
筆
画
甚
多
。
此
本
紙
墨
似
宋
拓
本
、

／
…
…
又
貴
池
劉
聚
卿
蔵
明
拓
本
最
全
最
精
、
刻
跋
全
。

…
…
又
後
呉
郡
二
字
存
大
半
、
…
…
」
と
あ
り
、
さ
ら
に

方
若
著
・
王
壮
弘
増
補
『
増
補
校
碑
隋
筆
』（
上
海
世
紀

出
版
股
份
有
限
公
司
発
行
中
心
、
二
〇
〇
八
、
一
二
二

頁
）
に
、「
明
初
拓
本
…
…
「
呉
郡
」
二
字
、「
呉
」
字
僅

損
「
口
」
部
、「
郡
」
字
完
好
、
僅
「
卩
（
マ
マ
）」〔
阝
〕
部
微
損

而
筆
画
清
晰
。
…
…
明
拓
本
、…
…
「
呉
郡
」
二
字
「
呉
」

字
下
半
雖
泐
、
然
尚
可
見
筆
画
、「
郡
」
字
「
阝
」
部
泐

不
可
弁
。」
と
あ
る
。
以
上
か
ら
呉
の
蔵
拓
は
明
拓
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

（
23
） 

石
豫
は
『
宋
史
』
巻
三
五
六
（
中
華
書
局
、一
九
七
七
）
に
、

「
石
豫
者
、
寧
陵
人
。
第
進
士
。
以
安
惇
薦
、
為
監
察
御

史
。」
と
あ
る
。
そ
の
刻
款
に
、「
余
奉
命
、
計
台
侍
親
遊

此
、
得
天
璽
断
碑
親
之
。
筆
力
高
面
、
雨
文
辞
残
簇
、
不

可
読
也
。
悲
夫
。
崇
寧
元
年
中
秋
日
、
転
運
判
官
石
豫
安

正
題
。」
と
あ
る
。

（
24
） 

胡
宗
師
は
楊
家
駱
『
宋
人
伝
記
資
料
索
引
』
増
訂
版
第
二

冊
（
鼎
文
書
局
、
一
九
七
八
、
一
五
九
七
―
一
五
九
八
頁
）

に
よ
る
と
、
武
進
の
人
、
嘉
祐
の
進
士
、
江
南
東
路
転
運

副
使
等
を
歴
伝
し
た
。
そ
の
刻
款
に
、「
予
因
遊
府
南
天

禧
寺
、
寺
門
之
外
有
石
三
段
、
半
埋
於
土
。
窃
疑
以
為
天

璽
元
年
、
巌
山
紀
呉
功
徳
段
石
岡
之
碣
、
因
観
之
果
耳
。

人
多
伝 
皇 

象
書
、
稽
之
実
八
百
十
有
五
秊
字
、
雖
損
缺
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而
尤
有
完
者
、
寺
僧
不 

知 

護
持
、
歳
月
之
久
、
風
雨
所

暴
、
必 

至 

泯
滅
、
因
輦
置

台
、
後
圃
籌 

思
亭 

、
時
辛

未
元
祐
六
年
三
月
二
十
六
日
、
転
運
副
使
左
朝
請
郎
胡
宗

師
題
。」
と
あ
る
。

 

内
は
、「
皇
」
字
を
除
き
、
翁
方

綱
『
両
漢
金
石
記
』
巻
一
八
（
厳
耕
望
編
、
石
刻
史
料
叢

書
甲
編
、
芸
文
印
書
館
印
行
、
民
国
五
五
年
〔
一
九
六
六
〕

に
よ
り
補
っ
た
。

（
25
） 

耿
定
向
は
『
明
史
』
巻
二
二
一
（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
）

に
、「
耿
定
向
、
字
在
倫
、
黄
安
人
。
嘉
靖
三
十
五
年
進

士
。
除
行
人
、
擢
御
史
。」
と
あ
る
。
そ
の
刻
款
に
、「
人

見
上
古
残
碑
隻
字
、
輒
珎
重
以
為
希
奇
。
古
人
之
心
、
千

載
如
見
、
独
不
当
一
仰
思
邪
。
明
嘉
靖
甲
子
、
督
学
御
史

天
台
山
人
耿
定
向
識
。
是
日
南
畿
挙
人
修
序
歯
会
始
也
。」

と
あ
る
。

（
26
） 

前
掲
注
（
24
）『
両
漢
金
石
記
』
巻
一
八
に
、「
乾
隆
四
十

四
年
〔
一
七
七
九
〕
秋
九
月
十
五
日
、
方
綱
親
到
江
寧
府

学
尊
経
閣
下
。」
と
あ
り
、
ま
た
、「
北
平
翁
方
綱
来
観

﹇
右
八
分
書
一
行
、
在
弟
三
石
之
右
下
﹈。」
と
あ
り
、
八

分
で
跋
を
刻
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
孫
星
衍
、
瞿

中
溶
の
書
い
た
隷
題
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
27
） 

「
道
州
何
氏
」
は
何
維
樸
を
指
す
。
前
掲
注
（
17
）
参
照
。

（
28
） 

「
刻
誤
跋
」
は
正
し
く
は
「
跋
誤
刻
」
で
あ
ろ
う
。

（
29
） 

皇
象
を
書
丹
者
と
す
る
の
は
、
晋
の
張
勃
『
呉
録
』
に
記

さ
れ
る
よ
う
に
、
建
碑
後
ほ
ど
な
く
し
て
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
唐
の
許
嵩
『
建
康
実
録
』
巻
四
（
底
本

は
光
緒
甘
氏
桑
泊
草
堂
翻
宋
刻
本
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
七
）
に
、「
…
…
於
是
又
改
元
為
天
璽
元
年
、
立

石
刻
於
巌
山
、
紀
呉
功
徳
。﹇
案
呉
録
、
其
文
東
観
華
覈

作
、
其
字
大
篆
、
未
知
誰
書
。
或
伝
是
皇
象
、
恐
非
。
在

今
県
南
四
十
里
龍
山
下
。
其
石
折
為
三
段
、
時
人
呼
為
段

石
岡
也
。﹈」
と
あ
る
。

（
30
） 

『
三
国
志
』
巻
六
三
、
趙
達
伝
に
引
く
『
呉
録
』（
中
華
書

局
本
、
一
九
五
九
）
に
、「
呉
録
曰
、
皇
象
字
休
明
、
広

陵
江
都
人
。
幼
工
書
。
時
有
張
子
並
・
陳
梁
甫
能
書
。
甫

恨
逋
、
並
恨
峻
、
象
斟
其
間
、
甚
得
其
妙
、
中
国
善
書
者

不
能
及
也
。」
と
あ
り
、
や
や
記
載
が
異
な
る
。

（
31
） 

「
昔
人
」
と
は
翁
方
綱
を
指
す
。
故
宮
博
物
院
編
『
明
拓

呉
天
発
神
讖
碑
』（
故
宮
出
版
社
、
二
〇
一
五
）
所
収
翁

方
綱
乾
隆
四
三
年
（
一
七
七
八
）
跋
に
、「
…
…
其
謂
皇

烋
明
書
、
且
云
宜
居
周
鼓
秦
刻
之
次
者
、
亦
未
必
然
也
。」

と
あ
る
。
本
跋
は
『
書
菀
』
第
五
巻
第
七
号
（
特
輯
天
発

神
讖
碑
号
、
一
九
四
一
、
一
〇
頁
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
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福
の
父
の
位
坦
の
時
期
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
こ
の
印
章
は
位
坦
の
印
章
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
便
宜
的
に
銓
福
の
印
と
し
て
お
い
た
。
今
後
の
検
討

と
し
た
い
。

（
21
） 

「
月
川
肧
得
」（
朱
文
方
印
）
は
「
月
川
肧は
じ

め
て
得
た
り
。」

と
解
す
る
と
収
蔵
印
と
判
断
で
き
る
。
大
興
趙
氏
と
の
関

連
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
判
断
を
留
保
し
た
い
。

（
22
） 

呉
退
楼
は
呉
雲
を
指
す
。
前
掲
注
（
６
）『
中
国
近
現
代

人
物
名
号
大
辞
典
（
全
編
増
訂
本
）』（
三
五
〇
頁
）
に
よ

る
と
、
浙
江
帰
安
（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
）
の
人
。
字

は
少
青
、
ま
た
は
少
甫
。
号
は
平
斎
、
更
に
晩
号
は
退
楼
。

書
や
印
を
善
く
し
た
と
い
う
。
著
作
に
『
両
罍
軒
鐘
鼎
彝

器
図
釈
』、『
古
官
私
印
考
』、『
華
山
碑
考
』、『
両
罍
軒
尺

牘
』
等
が
あ
る
と
い
う
。
呉
の
拓
本
に
は
「
呉
郡
」
の
二

字
が
僅
か
に
見
え
る
と
あ
る
が
、
張
彦
生
著
『
善
本
碑
帖

録
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
、
四
六
頁
）
に
、「
又
現
存

最
旧
宋
拓
本
、
在
故
宮
博
物
院
蔵
。
有
印
本
。
／
見
故
宮

蔵
羅
振
玉
旧
蔵
本
、
…
…
中
段
末
呉
郡
二
字
呉
稍
損
、
郡

字
完
好
、
其
他
少
損
筆
画
甚
多
。
此
本
紙
墨
似
宋
拓
本
、

／
…
…
又
貴
池
劉
聚
卿
蔵
明
拓
本
最
全
最
精
、
刻
跋
全
。

…
…
又
後
呉
郡
二
字
存
大
半
、
…
…
」
と
あ
り
、
さ
ら
に

方
若
著
・
王
壮
弘
増
補
『
増
補
校
碑
隋
筆
』（
上
海
世
紀

出
版
股
份
有
限
公
司
発
行
中
心
、
二
〇
〇
八
、
一
二
二

頁
）
に
、「
明
初
拓
本
…
…
「
呉
郡
」
二
字
、「
呉
」
字
僅

損
「
口
」
部
、「
郡
」
字
完
好
、
僅
「
卩
（
マ
マ
）」〔
阝
〕
部
微
損

而
筆
画
清
晰
。
…
…
明
拓
本
、…
…
「
呉
郡
」
二
字
「
呉
」

字
下
半
雖
泐
、
然
尚
可
見
筆
画
、「
郡
」
字
「
阝
」
部
泐

不
可
弁
。」
と
あ
る
。
以
上
か
ら
呉
の
蔵
拓
は
明
拓
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

（
23
） 

石
豫
は
『
宋
史
』
巻
三
五
六
（
中
華
書
局
、一
九
七
七
）
に
、

「
石
豫
者
、
寧
陵
人
。
第
進
士
。
以
安
惇
薦
、
為
監
察
御

史
。」
と
あ
る
。
そ
の
刻
款
に
、「
余
奉
命
、
計
台
侍
親
遊

此
、
得
天
璽
断
碑
親
之
。
筆
力
高
面
、
雨
文
辞
残
簇
、
不

可
読
也
。
悲
夫
。
崇
寧
元
年
中
秋
日
、
転
運
判
官
石
豫
安

正
題
。」
と
あ
る
。

（
24
） 

胡
宗
師
は
楊
家
駱
『
宋
人
伝
記
資
料
索
引
』
増
訂
版
第
二

冊
（
鼎
文
書
局
、
一
九
七
八
、
一
五
九
七
―
一
五
九
八
頁
）

に
よ
る
と
、
武
進
の
人
、
嘉
祐
の
進
士
、
江
南
東
路
転
運

副
使
等
を
歴
伝
し
た
。
そ
の
刻
款
に
、「
予
因
遊
府
南
天

禧
寺
、
寺
門
之
外
有
石
三
段
、
半
埋
於
土
。
窃
疑
以
為
天

璽
元
年
、
巌
山
紀
呉
功
徳
段
石
岡
之
碣
、
因
観
之
果
耳
。

人
多
伝 

皇 

象
書
、
稽
之
実
八
百
十
有
五
秊
字
、
雖
損
缺
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（
32
） 

郭
宗
昌
「
呉
天
発
碑
」（『
金
石
史
』
巻
上
〔
底
本
は
知
不

足
斎
叢
書
本
、『
金
石
文
字
記
（
及
其
他
一
種
）』、
叢
書

集
成
初
編
、
一
九
九
一
、
中
華
書
局
〕）
に
、「
…
…
趙
明

誠
以
為
妖
、
其
知
言
哉
。」
と
あ
る
。
趙
明
誠
「
呉
天
璽

元
年
断
碑
」（
底
本
不
明
、『
金
石
録
』
巻
二
〇
〔『
石
刻

史
料
新
編
』
一
二
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七
七
〕）

に
は
、「
…
…
嗚
呼
、
其
言
可
謂
妖
矣
。」
と
あ
り
、
該
碑

の
書
法
で
は
な
く
文
辞
に
対
し
て
「
妖
」
と
い
う
語
を
用

い
て
い
る
。

（
33
） 

朱
彝
尊
「
呉
天
璽
紀
功
碑
跋
」（『
金
石
文
字
跋
尾
』
巻
三

〔
底
本
は
芋
園
叢
書
本
、『
石
刻
史
料
新
編
』
二
五
、
新
文

豊
出
版
公
司
、
一
九
七
七
〕）
に
、「
…
…
観
其
字
在
篆
隷

間
、
雖
古
而
近
拙
、
亦
未
必
定
出
于
皇
象
手
蹟
也
。」
と

あ
る
。

（
34
） 

『
三
国
志
』
巻
四
八
、
三
嗣
主
伝
（
前
掲
注
（
30
）
中
華

書
局
本
）
に
、「
…
…
鄱
陽
言
歴
陽
山
石
文
理
成
字
、
凡

二
十
、
云
「
楚
九
州
渚
、
呉
九
州
都
、
揚
州
士
、
作
天
子
、

四
世
治
、
太
平
始
」。
又
呉
興
陽
羨
山
有
空
石
、
長
十
餘

丈
、
名
曰
石
室
、
在
所
表
為
大
瑞
。」
と
あ
る
。

（
35
） 

姚
鼐
「
跋
呉
天
発
神
讖
刻
文
」（『
惜
抱
軒
詩
文
集
』
後
集

巻
二
〔
底
本
は
商
務
印
書
館
四
部
叢
刊
本
他
、
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
九
二
、
二
八
〇
―
二
八
一
頁
〕）
に
、「
呉

天
璽
元
年
刻
石
文
、
世
伝
皇
象
書
。
象
為
呉
大
帝
初
人
、

与
趙
達
同
輩
、
計
其
年
恐
未
能
至
天
璽
也
。
其
書
本
就
山

刻
石
、
其
石
圜
長
、
環
而
刻
之
、
非
碑
也
、
而
俗
呼
天
発

神
讖
碑
。
呉
志
載
「
孫
皓
天
璽
元
年
、
歴
陽
山
石
文
理
成

字
二
十
」、
又
陽
羨
山
有
石
文
之
瑞
。
蓋
皓
以
無
道
好
佞
、

羣
下
妖
妄
競
作
、
此
神
讖
亦
天
璽
元
年
出
、
史
偶
遺
耳
。

当
時
詭
託
事
多
、
不
可
勝
載
也
。
其
前
書
神
讖
五
十
七

字
、
継
記
其
始
見
及
識
其
字
者
之
事
、
最
後
列
臣
下
銜
名
。

蓋
為
是
記
者
、
其
官
蘭
台
東
観
令
。
按
皓
東
観
令
華
覈
、

天
冊
元
年
免
。
次
年
天
璽
。
此
継
覈
為
東
観
令
、
而
其
姓

名
皆
缺
蝕
、
詔
子
為
欺
、
名
不
著
於
後
世
、
其
幸
也
。
自

是
五
年
晋
滅
呉
。
後
不
知
何
時
石
断
而
為
三
、
棄
於
野
。

宋
人
取
而
置
諸
漕
使
之
署
。
明
時
置
江
寧
県
学
尊
経
閣

下
。
嘉
慶
十
年
、
余
来
江
寧
、
其
秋
閣
燬
於
火
、
石
為
燼

矣
。
此
本
猶
未
燬
時
所
拓
、
茲
後
拓
本
不
易
有
矣
。」
と

あ
り
、
劉
季
高
の
校
記
に
、「「
詔
子
」、
劉
本
、
備
要
同
、

疑
有
訛
誤
。」
と
見
え
る
。
こ
こ
に
は
全
文
を
掲
出
し
た

が
、
許
枋
跋
の
過
半
は
こ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。
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（
36
） 

「
鉤
本
」
は
、
楊
守
敬
が
倫
夢
臣
か
ら
得
た
双
鉤
本
（
底

本
は
陳
灃
蔵
本
）、
あ
る
い
は
楊
守
敬
の
重
刻
本
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。
楊
守
敬「
附
天
発
神
讖
碑
」（
前
掲
注（
８
）

『
激
素
飛
清
閣
評
碑
記
』
巻
二
）
に
、「
…
…
余
僅
見
原
拓

二
本
、
一
為
劉
子
重
〔
銓
福
〕
蔵
、
即
翁
覃
溪
〔
方
綱
〕

故
物
、
一
為
順
徳
李
仲
若
文
田
蔵
、
然
稍
塗
抹
矣
。
重
刻

者
見
三
本
、
一
覃
溪
所
摹
、
一
剥
落
之
痕
絶
似
原
石
、
而

気
象
甚
弱
、
一
婺
源
兪
氏
刻
於
南
海
西
湖
書
院
者
、
従
陳

蘭
甫
灃
蔵
本
出
、
最
得
雄
奇
之
概
。
余
従
倫
夢
臣
得
一
双

鈎
本
、
与
兪
本
無
二
、
蓋
亦
同
出
蘭
甫
本
、
乃
謀
重
刻
兪

本
於
京
師
、
板
蔵
富
華
閣
帖
店
。」
と
あ
る
。

（
37
） 

「
天
台
先
生
題
字
」
と
は
耿
定
向
の
題
記
を
指
す
。
前
掲

注
（
25
）
参
照
。

（
38
） 

「
魯
霛
〔
霊
〕
光
」
は
、
魯
の
霊
光
殿
を
指
す
。
漢
語
大

詞
典
編
輯
委
員
会
他
編
『
漢
語
大
詞
典
』（
世
紀
出
版
集

団
他
、
一
九
九
七
、
六
八
二
四
頁
）
に
よ
る
と
、
後
漢
の

王
延
寿
「
魯
霊
光
殿
賦
」（『
文
選
』
巻
一
一
）
に
基
づ
い

て
、
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
人
や
事
物
の
比
喩
と
し
て
用

い
ら
れ
る
と
い
う
。

（
39
） 

「
妖
」
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
（
32
）
参
照
。

（
40
） 

蘇
建
を
書
丹
者
と
す
る
説
は
、
明
の
周
暉
『
金
陵
瑣
事
』

（
王
昶
「
天
発
神
讖
碑
」〔
同
『
金
石
萃
編
』
巻
二
四
、
底

本
は
経
訓
堂
蔵
板
〕）
に
、「
天
発
神
讖
碑
、
呉
皇
象
書
、

又
定
為
蘇
建
。」
と
あ
る
の
が
初
出
で
あ
る
。
な
お
、
蘇

建
は
呉
の
「
禅
国
山
碑
」（
二
七
七
）
の
書
丹
者
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。

（
41
） 

嘉
慶
一
四
年
（
一
八
〇
九
）、
阮
元
が
北
湖
祠
塾
に
摹
刻

し
た
重
刻
本
を
指
す
。
前
掲
注
（
４
）
参
照
。

（
42
） 

前
掲
注
（
２
）『
書
品
』
第
二
三
五
号
に
お
い
て
本
邦
で

初
め
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
伊
藤
伸
「
宋
拓
天

発
神
讖
碑
」
に
よ
る
と
、
羅
振
玉
・
朱
文
鈞
（
翼
庵
、

一
八
八
二
―
一
九
三
七
）
を
経
て
、
一
九
五
三
年
に
北
京

故
宮
博
物
院
に
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
。
故
宮
博
物
院
編

『
宋
拓
呉
天
発
神
讖
碑
』（
故
宮
出
版
社
、
二
〇
一
四
））

参
照
。

（
43
） 

何
紹
基
撰
「
跋
天
発
神
讖
碑
拓
本
」（
汪
政
点
校
『
東
洲

草
堂
金
石
跋
』、
中
国
芸
術
文
献
叢
刊
、
浙
江
人
民
美
術

出
版
社
、
二
〇
一
二
、八
四
頁
）
に
、「
是
碑
自
嘉
慶
十
年

〔
一
八
〇
五
〕
燬
於
火
、
世
間
拓
本
皆
成
至
宝
矣
。
此
本

雖
只
少
半
、
然
拓
手
甚
精
、
神
采
蔚
然
。」
と
あ
り
、
何

の
観
記
は
こ
れ
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
な
お
、
中
国
芸
術
文
献
叢
刊
『
東
洲
草
堂
金
石
跋
』
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る
。

（
32
） 

郭
宗
昌
「
呉
天
発
碑
」（『
金
石
史
』
巻
上
〔
底
本
は
知
不

足
斎
叢
書
本
、『
金
石
文
字
記
（
及
其
他
一
種
）』、
叢
書

集
成
初
編
、
一
九
九
一
、
中
華
書
局
〕）
に
、「
…
…
趙
明

誠
以
為
妖
、
其
知
言
哉
。」
と
あ
る
。
趙
明
誠
「
呉
天
璽

元
年
断
碑
」（
底
本
不
明
、『
金
石
録
』
巻
二
〇
〔『
石
刻

史
料
新
編
』
一
二
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七
七
〕）

に
は
、「
…
…
嗚
呼
、
其
言
可
謂
妖
矣
。」
と
あ
り
、
該
碑

の
書
法
で
は
な
く
文
辞
に
対
し
て
「
妖
」
と
い
う
語
を
用

い
て
い
る
。

（
33
） 

朱
彝
尊
「
呉
天
璽
紀
功
碑
跋
」（『
金
石
文
字
跋
尾
』
巻
三

〔
底
本
は
芋
園
叢
書
本
、『
石
刻
史
料
新
編
』
二
五
、
新
文

豊
出
版
公
司
、
一
九
七
七
〕）
に
、「
…
…
観
其
字
在
篆
隷

間
、
雖
古
而
近
拙
、
亦
未
必
定
出
于
皇
象
手
蹟
也
。」
と

あ
る
。

（
34
） 

『
三
国
志
』
巻
四
八
、
三
嗣
主
伝
（
前
掲
注
（
30
）
中
華

書
局
本
）
に
、「
…
…
鄱
陽
言
歴
陽
山
石
文
理
成
字
、
凡

二
十
、
云
「
楚
九
州
渚
、
呉
九
州
都
、
揚
州
士
、
作
天
子
、

四
世
治
、
太
平
始
」。
又
呉
興
陽
羨
山
有
空
石
、
長
十
餘

丈
、
名
曰
石
室
、
在
所
表
為
大
瑞
。」
と
あ
る
。

（
35
） 

姚
鼐
「
跋
呉
天
発
神
讖
刻
文
」（『
惜
抱
軒
詩
文
集
』
後
集

巻
二
〔
底
本
は
商
務
印
書
館
四
部
叢
刊
本
他
、
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
九
二
、
二
八
〇
―
二
八
一
頁
〕）
に
、「
呉

天
璽
元
年
刻
石
文
、
世
伝
皇
象
書
。
象
為
呉
大
帝
初
人
、

与
趙
達
同
輩
、
計
其
年
恐
未
能
至
天
璽
也
。
其
書
本
就
山

刻
石
、
其
石
圜
長
、
環
而
刻
之
、
非
碑
也
、
而
俗
呼
天
発

神
讖
碑
。
呉
志
載
「
孫
皓
天
璽
元
年
、
歴
陽
山
石
文
理
成

字
二
十
」、
又
陽
羨
山
有
石
文
之
瑞
。
蓋
皓
以
無
道
好
佞
、

羣
下
妖
妄
競
作
、
此
神
讖
亦
天
璽
元
年
出
、
史
偶
遺
耳
。

当
時
詭
託
事
多
、
不
可
勝
載
也
。
其
前
書
神
讖
五
十
七

字
、
継
記
其
始
見
及
識
其
字
者
之
事
、
最
後
列
臣
下
銜
名
。

蓋
為
是
記
者
、
其
官
蘭
台
東
観
令
。
按
皓
東
観
令
華
覈
、

天
冊
元
年
免
。
次
年
天
璽
。
此
継
覈
為
東
観
令
、
而
其
姓

名
皆
缺
蝕
、
詔
子
為
欺
、
名
不
著
於
後
世
、
其
幸
也
。
自

是
五
年
晋
滅
呉
。
後
不
知
何
時
石
断
而
為
三
、
棄
於
野
。

宋
人
取
而
置
諸
漕
使
之
署
。
明
時
置
江
寧
県
学
尊
経
閣

下
。
嘉
慶
十
年
、
余
来
江
寧
、
其
秋
閣
燬
於
火
、
石
為
燼

矣
。
此
本
猶
未
燬
時
所
拓
、
茲
後
拓
本
不
易
有
矣
。」
と

あ
り
、
劉
季
高
の
校
記
に
、「「
詔
子
」、
劉
本
、
備
要
同
、

疑
有
訛
誤
。」
と
見
え
る
。
こ
こ
に
は
全
文
を
掲
出
し
た

が
、
許
枋
跋
の
過
半
は
こ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。
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は
西
冷
印
社
民
国
間
木
活
字
本
（
山
陰
呉
氏
遯
盦
金
石
叢

書
）、
湖
南
叢
書
民
国
十
四
年
（
一
九
二
五
）
刻
本
（
湖

南
叢
書
）
を
底
本
と
す
る
。

【
図
版
出
典
】

図
１
―
１
７　

下
田
撮
影
。
本
稿
掲
載
の
図
版
の
無
断
複
製
・
加

工
を
禁
ず
る
。

【
附
記
】

本
稿
は
大
阪
市
立
美
術
館
で
の
実
見
調
査
（
令
和
元
年
九
月
一
五

日
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
弓
野
隆
之
氏
（
大
阪
市
立
美
術
館

学
芸
課
長
）
よ
り
資
料
提
供
並
び
に
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
高

安
功
訓
氏
・
萩
信
雄
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上

げ
た
い
。
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
一
七
Ｈ
〇
二
二
九
一
の
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

 

⎝⎝
下
田
章
平　

本
学
専
任
講
師

早
川
桂
央　

保
善
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
⎠⎠ 
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図12　鄒壽祺観記
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図12　鄒壽祺観記
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図13　許枋跋
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図13　許枋跋
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図15　王瓘観記 図14　楊逸題記
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図16　羅振玉観記
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図15　王瓘観記 図14　楊逸題記
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図17　何維樸観記
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